
CITY PUBLIC RELATIONS

Jul.2019

No.877
市報ぎょうだ 777CITY PUBLIC RELATIONS

Jul.2019

No.877
市報ぎょうだ

GYODA

特 集 望まない受動喫煙をなくすために
～健康増進法が改正され、2020年4月1日より全面施行されます～ P.2
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望まない受動喫煙
をなくすために

「
禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
プ
ラ
ン

助
成
金
制
度
」を
ご
活
用
く
だ
さ
い

市
で
は
、
初
め
て
医
療
機
関
で
禁
煙
外
来
治
療

を
受
け
る
方
を
対
象
に
、
禁
煙
外
来
治
療
に
か

か
っ
た
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
「
禁
煙

チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
プ
ラ
ン
助
成
金
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。禁
煙
し
た
い
と
思
う
け
ど
、な
か
な
か
禁
煙

で
き
な
い
と
悩
ん
で
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
医
療
機
関
に
相
談
す
る
こ
と
で
専
門
的

な
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
、
禁
煙
へ
の
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。禁
煙
治
療
を
開
始
す

る
前
に
、保
健
セ
ン
タ
ー

へ
申
請
が
必
要
で
す
。詳

し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
５
５
３
―

０
０
５
３

改
正
法
に
お
け
る

3
つ
の
基
本
的
な
考
え
方

１
．
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
な
く
す

　

 　
受
動
喫
煙
が
他
人
に
与
え
る
健
康
影
響
と
、

喫
煙
者
が
一
定
程
度
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
で

き
る
だ
け
周
囲
に
人
が
い
な
い
場
所
で
喫
煙
す

る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
で
望
ま
な
い
受
動
喫
煙

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

２
． 

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
影
響
が
大
き
い

子
ど
も
、
患
者
な
ど
に
特
に
配
慮

　

 　
子
ど
も
な
ど
20
歳
未
満
の
者
、
患
者
な
ど
は

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
影
響
が
大
き
い
こ
と
を

考
慮
し
、
こ
う
し
た
方
々
が
主
た
る
利
用
者
と

な
る
施
設
や
、
屋
外
で
は
、
喫
煙
し
な
い
よ
う

配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

３
．施
設
の
類
型
・
場
所
ご
と
に
対
策
を
実
施

　

 　
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
無
く
す
と
い
う
観
点

か
ら
、
施
設
の
類
型
・
場
所
ご
と
に
、
主
た
る

利
用
者
の
違
い
や
、
受
動
喫
煙
が
他
人
に
与
え

る
健
康
影
響
の
程
度
に
応
じ
て
、
禁
煙
措
置
や

喫
煙
場
所
の
特
定
と
掲
示
を
行
う
よ
う
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

が
約
3
分
の
1
に
減
少
し
ま
す
。
約
5
年
後
以
降

に
は
、
肺
が
ん
の
危
険
性
が
下
が
り
、
10
〜
15
年

後
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
か
か
る
危
険
性
が

非
喫
煙
者
の
レ
ベ
ル
ま
で
近
づ
き
ま
す
。
ま
た
、

30
歳
ま
で
に
禁
煙
す
る
と
、
非
喫
煙
者
と
同
等
の

余
命
が
期
待
で
き
る
こ
と
や
、
50
歳
で
禁
煙
し
て

も
6
年
長
く
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
ば
こ
の
煙
に
よ
る
健
康
影
響

た
ば
こ
に
は
、4
千
7
0
0
種
類
以
上
の
化
学

物
質
、
ニ
コ
チ
ン
・
タ
ー
ル
・
一
酸
化
炭
素
な
ど

約
2
0
0
種
類
以
上
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
た
ば
こ
の
先
か
ら
出
る
副
流
煙
に
は
、

喫
煙
者
が
吐
き
出
す
主
流
煙
よ
り
も
多
く
の
有
害

物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
わ
ず
か
な
量
の
煙
や
蒸

気
で
も
脳
卒
中
や
が
ん
・
循
環
器
・
呼
吸
器
・
妊

娠
へ
の
影
響
と
い
っ
た
健
康
被
害
が
引
き
起
こ
さ

れ
ま
す
。
受
動
喫
煙
に
よ
る
死
亡
者
数
は
、
年
間

約
1
万
5
0
0
0
人
と
推
計
さ
れ
、こ
れ
は
交
通

事
故
の
死
亡
者
数
約
4
千
人
の
3
倍
以
上
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

禁
煙
の
効
果

禁
煙
す
る
こ
と
に
よ
り
、
長
年
た
ば
こ
を
吸
っ

て
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
病
や
死
亡
リ
ス
ク
が

減
少
す
る
な
ど
健
康
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。
禁

煙
に
よ
る
健
康
改
善
は
、
若
年
で
あ
る
ほ
ど
効
果

が
あ
り
ま
す
が
、
禁
煙
す
る
の
に
遅
す
ぎ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
病
気
を
持
っ
て
い
て
も
、
禁
煙
す
る
こ

と
で
健
康
改
善
効
果
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
病

気
の
有
無
を
問
わ
ず
、
禁
煙
す
る
こ
と
は
大
切

で
す
。
禁
煙
す
る
と
20
分
後
に
は
血
圧
と
脈
拍
が

正
常
値
ま
で
下
が
り
、
手
足
の
温
度
が
上
が
り
ま

す
。
24
時
間
後
に
は
心
臓
発
作
の
危
険
性
が
低
下

し
、
禁
煙
1
カ
月
後
に
は
、
せ
き
や
た
ん
な
ど
の

呼
吸
器
症
状
が
改
善
、
免
疫
力
の
回
復
に
よ
っ
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
呼
吸
器
感
染
症
に
か

か
る
危
険
性
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
禁
煙

後
1
年
経
つ
と
肺
機
能
が
改
善
し
、
禁
煙
2
〜
4

年
後
に
は
虚
血
性
心
疾
患
や
脳
梗
塞
の
危
険
性

　
た
ば
こ
は
、喫
煙
者
だ
け
で
な
く
、そ
の
煙
を
吸
っ
て
し
ま
う
周
囲
の
人

に
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
へ
の
影
響
を
与
え
ま
す
。
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
の
防
止

を
図
る
た
め
、
2
0
1
8
年
7
月
、国
会
で
健
康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
成
立
し
、
2
0
2
0
年
4
月
1
日
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
ま
す
。
本

市
に
お
い
て
も
、望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

禁煙週間に合わせ
忍城を黄緑色に
ライトアップ

　5月31日は、世界保健機関（ＷＨＯ）
が禁煙を推進するために制定した「世界
禁煙デー」です。厚生労働省もこれに合
わせて、5月31日～ 6月6日の1週間
を「禁煙週間」と定めています。市では、
行田市医師会と連携し、禁煙および受
動喫煙防止の普及啓発を図るため、禁
煙週間の期間中、忍城を黄緑色にライ
トアップしました。

2019年
7月 9月（ラグビーワールドカップ） 4月 7月（東京オリンピック・パラリンピック）

2020年

1／24  一部施行①（喫煙する際の周囲の状況への配慮義務）

7／1 一部施行②（学校・病院・児童福祉施設など、行政機関）

 原則敷地内禁煙

4／1 全面施行
 （上記以外の施設など）

 原則屋内禁煙

20分後
血圧と脈拍が正常値まで下がる

8時間後
血中の一酸化炭素濃度が下がり、酸素濃度が上がる

24時間後
心臓発作の危険性が低下。味覚や嗅覚が改善する

2週間～3カ月後
心臓・血管などの循環器機能が改善する

2～4年後
虚血性心疾患や脳梗塞の危険性が減少

5～9年後
肺がんの危険性が明らかに減少する

10～15年後
さまざまな病気にかかる危険性が非喫煙者とほぼ同等

1カ月～9カ月後
呼吸器機能が改善する

呼吸器感染症の罹患率が低下する

1年後
肺機能が改善（慢性閉塞性肺疾患の改善）

～健康増進法が改正され、
 2020年4月1日より全面施行されます～

受
動
喫
煙
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

2
0
2
0
年
4
月
1
日
ま
で
に
施
設
区
分
に

応
じ
た
市
内
の
敷
地
内
禁
煙
や
屋
内
禁
煙
な
ど
の

受
動
喫
煙
対
策
が
段
階
的
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

市
内
の
公
共
施
設
で
は
、
産
業
文
化
会
館
が

2
0
1
9
年
6
月
1
日
か
ら
敷
地
内
禁
煙
と
し
て

お
り
、一
部
施
設
を
除
く
本
庁
舎
な
ど
が
7
月
1
日

か
ら
同
じ
く
敷
地
内
禁
煙
と
な
り
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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春
の
叙
勲

　
こ
の
ほ
ど
、
春
の
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表

さ
れ
、
行
田
市
か
ら
は
山
下
昇
氏
が
瑞
宝
単

光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
危
険
業

務
従
事
者
と
し
て
長
嶋
信
博
氏
と
中
村
賢
三

氏
が
瑞
宝
双
光
章
に
、
相
上
信
幸
氏
と
幸
正

治
郎
氏
が
瑞
宝
単
光
章
に
輝
き
ま
し
た
。

長嶋　信博 氏

  

瑞
宝
双
光
章

（71歳・長野）
元県警部

山下　昇 氏

  

瑞
宝
単
光
章

（71歳・城西）
元行田市消防団分団長

幸　正治郎 氏

  

瑞
宝
単
光
章

（67歳・佐間）
元東京消防庁消防司令長

相上　信幸 氏

  
瑞
宝
単
光
章

（72歳・関根）
元草加市消防司令

中村　賢三 氏

  

瑞
宝
双
光
章

（72歳・白川戸）
元県警部

ご協力ください 行田市民意識調査 住民基本台帳ネットワークを利用
した手続きが一時停止となります
　住民基本台帳ネットワークのネットワーク機器
更改のため、市民課での一部手続きを行うことが
できません。ご迷惑をお掛けしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。
▶ 日時　7 月 24日㈬午前 10時～午後 4時
　※延長の場合あり
▶ 停止業務　住民基本台帳ネットワークを利用し
た手続き
　•住民票の写しの広域交付
　• 住基カード・マイナンバーカードを利用した

転出・転入届
　• マイナンバーカードの交付・券面事項の更新・

継続利用など
　• 公的個人認証（電子証明書）の発行・更新・失

効など
▶問い合わせ　同課市民担当（内線 242）

　7月 28日で任期満了を迎える参議院議員の選挙が行われます。投票日は決定していませんが、任期満了日前
30日以内に行うこととなっており、正式な決定は 6月末日となる予定です。なお、投票は、選挙区選出議員選挙お
よび比例代表選出議員選挙の 2種類です。貴重な一票を無駄にすることのないよう、忘れずに投票しましょう。

参議院議員選挙が行われます

  投票できる方
　日本国籍を有し、選挙期日現在、満18歳以上の方で、引き続き3カ月以上行田市に住んでいて、行田市の選挙人名簿
に登録されている方

  投票所入場券を郵送します
　投票所入場券は、4名連記圧着式はがきで、各家庭に郵便でお届けし
ます。圧着部分を開封し、本人の分をお持ちください。
入場券がなくても投票できます
　万一、投票所入場券が届かなかったり、無くしてしまったりした場合
でも、選挙権のある方は投票することができます (投票所入場券が届い
ていても、転出などにより投票できない場合があります )。
※ 投票所入場券が見当たらないときは、身分証明書をお持ちになり、投
票所の係員に申し出てください。

  期日前投票をご利用ください　
  期間：公示日の翌日から投票日の前日まで 
  時間：午前8時 30分～午後8時
　投票日当日に一定の理由で投票できない方は、期日前投票所 (市役所
敷地内 )で投票することができます。期日前投票をされる場合は投票所
入場券をご持参ください。
「期日前投票宣誓書 (兼請求書 )」に記入して期日前投票所へ
　期日前投票をする際は、投票所入場券裏面の「期日前投票宣誓書 (兼
請求書 )」にあらかじめ記入いただくと、スムーズに受け付けすること
ができます。宣誓書を記入する前に、自身の名前が記載されている投票
所入場券かどうか確認してください。

  大切にしましょう 貴重な一票
　投票所、期日前投票所での投票の他、身体に重度の障害のある方が自宅で投票できる郵便投票、病院や単身赴任先で投
票ができる不在者投票、海外で投票ができる在外投票などの制度があります。詳しくは、行田市選挙管理委員会まで問い
合わせください。
▶問い合わせ　行田市選挙管理委員会（内線219)

 

 

 

 

361－0000
行田市本丸 2-5
行田太郎　様

参 議 院 議 員 選 挙
投 票 所 入 場 券

《圧着式はがきのはがし方》

開封箇所は表面と裏面
の2カ所あります。両方
ともはがしてください。

出入口
浮き城の径

市役所庁舎

期日前投票所

市役所入口

至郷土博物館
産業文化会館

出入口

市制施行 70 周年記念事業国際運動会
「行田忍城オリムピック2019」
ボランティアスタッフを募集します

　市制施行 70周年記念事業として実施される国際運
動会「行田忍城オリムピック 2019」（9月 28 日㈯・
29日㈰開催）のボランティアスタッフ（15歳以上）を
募集します。忍城址をメーン会場に、足袋駅伝など行
田ならではの競技で外国人と市民の皆さんが一緒に楽
しむイベントです。
▶ 申し込み　氏名、住所、年齢、性別、Eメールアド
レスを記入の上、8月 30日㈮までに Eメールで行
田忍城オリムピック 2019 実行委員会【Eメール】
gyodaolympic2019@gmail.com

▶問い合わせ　企画政策課企画政策担当（内線 311）

ご参加ください
「市民と市長のタウンミーティング」

　市では、市民の皆さんの「声」を市政に反映させるため、
市政全般についての意見交換を行う「市民と市長のタウン
ミーティング」を開催します。
　次の地区を対象に行いますので、ぜひご参加ください。
▶開催日時・場所　
　【太井】7月 30日㈫午後 3時 30分～ 5時・太井公民館
　【下忍】8月 6日㈫午後 6時 30分～ 8時・下忍公民館
▶対象　該当地区に住んでいる方
▶その他　申し込みは不要です。直接会場にお越しください。
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線 318）

　市では、市民の皆さんが行田市に対して普段どの
ように考えているかを把握し、各種行政施策の基礎
資料とするため、「行田市民意識調査」を実施します。
　この調査は、「まちの暮らしやすさ」「地域との関
わり」「今後のまちづくり」などをお聞きするもので、
無記名で行い、回答は統計的に処理します。なお、
お答えいただいた方は特定されませんので、ご迷惑
をお掛けすることはありません。
　市民の皆さんの「声」を市政に反映させるための
取り組みです。調査票がご自宅に届きましたら、ご
協力をお願いします。
▶調査時期　7月中旬～下旬
▶ 調査対象　住民基本台帳（令和元年6月 1日現在）
　 から無作為に選ばれた市内在住の満 18歳以上の
方3,000人

▶ その他　返信用封筒を同封していますので、ご記
入が終わりましたら、郵送してください。
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）
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8月は平和月間です

平和について考えてみませんか
　行田市は、平成3年3月20日に平和都市宣言、平成13年3月22日に非核平和都市宣言を市議会で決議し
ています。また、本市では「世界の平和はみんなの願い」と書かれた平和の懸垂幕を皆さんの目につきやすい場
所に常時掲示し、平和意識の向上を図っています。
　今年度も、多くの皆さんに戦争の悲惨さと平和の尊さについて考えていただきたく、さまざまな事業を行い
ますので、ぜひご参加ください。

行田市情報公開・個人情報保護運営審議会
の委員を募集します

市内循環バス停留所を移設します

都市計画変更の案の縦覧を行います

　行田市情報公開・個人情報保護運営審議会は、情報
公開・個人情報保護制度の運営状況や重要事項の調査
審議を行うために設置されています。
　このたび、市民の皆さんに市の情報公開・個人情報
保護制度のあり方を検討していただくとともに、制度
への意見を取り入れるため、委員を募集します。
▶ 応募資格　情報公開・個人情報保護制度に関心のあ
る、満18歳以上の市内在住・在勤・在学の方で、平
日の昼間に開催する会議に出席できる方。ただし、
次の方は応募できません。
　（１） 応募日現在、本市の他の付属機関の委員になっ

ている方
　（２）市職員および市議会議員
▶募集人数　1人
▶任期　2年（10月1日～令和3年9月30日）
▶ 応募方法　市政情報コーナーで配布している行田市
情報公開・個人情報保護運営審議会委員応募用紙（市
ホームページからダウンロード可）に必要事項を記入
の上、7月31日㈬（必着）までに持参または郵送で提
出してください。【持参・郵送】〒361―8601 行田
市本丸2―5 行田市総務課
▶ 選考方法　応募動機などを参考に選考し、結果は応
募者全員に通知します。
▶問い合わせ　同課文書管理担当（内線218）

　南大通り線コースの停留所「六本木」が7月1日㈪か
ら次の場所に移設となります。なお、時刻表に変更は
ありません。

▶ 問い合わせ　地域づくり支援課くらし安心担当（内線
252） 　行田都市計画の変更に当たり、都市計画法第17条に基づ

く都市計画の案の縦覧を次のとおり行います。
都市計画の案の縦覧
▶ 期間　7月19日㈮～8月2日㈮午前8時30分～午後5時
15分（土・日曜日を除く）
▶場所　
　•行田市都市計画課（行田市決定）（埼玉県決定）
　•埼玉県都市計画課（埼玉県決定）
　•埼玉県行田県土整備事務所（埼玉県決定）
　※ 期間中、市ホームページまたは埼玉県都市計画課ホーム

ページ（埼玉県決定のみ）でもご覧になれます。
▶内容　
　•「行田都市計画区域区分」の変更案（埼玉県決定）
　•「行田都市計画用途地域」の変更案（行田市決定）
　• 「行田都市計画防火地域及び準防火地域」の変更案（行田

市決定）
　•「行田都市計画地区計画」の変更案（行田市決定）

案に対する意見書の提出
▶対象　市内に住所を有する方または利害関係を有する方
▶ 提出方法　8月2日㈮午後5時15分（必着）までに持参ま
たは郵送で次のいずれかの場所へ提出する。
　•行田市都市計画課（〒361―0052 行田市本丸2―20）
　• 埼玉県都市計画課（〒330―9301 さいたま市浦和区高

砂3―15―1）※埼玉県決定のみ
　• 埼玉県行田県土整備事務所（〒361―0023 行田市長野

943）※埼玉県決定のみ
▶ 問い合わせ　行田市都市計画課計画担当（内線5605）また
は埼玉県都市計画課☎048―830―5341

公
平
委
員
会
委
員
に
棚
澤
榮
氏

　
6
月
定
例
市
議
会
で
同
意
を
得
て
、
公
平
委
員
会
委

員
と
し
て
棚
澤
榮
氏
（
熊
谷
市
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
公
平
委
員
会
事
務
局（
監
査
委
員
事
務

局
内
・
内
線
３
２
４
）

棚澤　榮 氏
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交差点：藤原町二丁目

南大通り線コース

移設前移設後 加須

市
民
活
動
講
演
会

「『
ふ
る
さ
と
愛
』
の
見
つ
け
方

〜
あ
な
た
は
大
切
な
ひ
と
に
何
を
残

し
た
い
で
す
か
〜
」

　
「
未
来
の
子
供
た
ち
に
残
し
た
い
」
と
い
う
思

い
は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
も
っ
と
行
田
が
好
き
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
ぜ
ひ
、
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時
　
7
月
23
日
㈫
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

（
午
後
1
時
10
分
か
ら
受
け
付
け
）

▼ 

場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼ 

講
師
　
浅
野
正
敏
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
天
覧
山・

多
峯
主
山
の
自
然
を
守
る
会 

代
表
理
事
）

▼ 

対
象
　
①
市
民
活
動
ま
た
は
環
境
保
全
に
興
味

の
あ
る
方
、
②
市
民
活
動
団
体
関
係
者

▼
定
員
　
30
人（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼ 

主
催
　
行
田
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
創
生
ク
ラ
ブ

▼ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
（
水
・
日
曜
日
を
除
く
）
に
直
接
ま
た
は

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
み
ず
し
ろ
内
）
☎
５
９
８
―
８
６
１
６

 平和展
　平和への願いを込めて、戦争の悲惨さを物語る貴重な写真の数々を展示します。
また、未来をつくる子供たちに向けた思いがたくさん込められた児童書も自由にご覧いただけます。ぜひ、お
子さんと一緒にお越しください。
▶日 時　①8月5日㈪～ 12日㈪午前9時～午後9時30分（5日は午後1時から）※7日㈬は休館
　　　　　　②8月1日㈭～ 16日㈮午前8時30分～午後5時15分
▶場 所　①コミュニティセンターみずしろギャラリー　②市役所内通路
▶入 場 料　無料

 平和のハンドメイドと平和の講演会
平和のハンドメイド
　平和への願いを込めて、クラフトバンドで温かい思いを編み込ん
でみませんか。
▶日 時　8月2日㈮午後１時30分～ 2時30分
▶場 所　コミュニティセンターみずしろギャラリー
▶参 加 費　無料
▶定 員　30人（先着順）
▶そ の 他　作品の引渡しは講演会終了後になります。
▶申し込み　 7月26日㈮までに電話またはFAX（氏名、住所、電話番

号を明記）で地域づくり支援課協働推進担当（内線253）
【FAX】556―3083

平和の講演会
　日本非核宣言自治体協議会から派遣されたナガサキ・ユース代表団に所属している長崎大学の学生が、「平
和の大切さ」や「核兵器の恐怖」について、お話しします。
▶日 時　8月2日㈮午後2時30分～ 3時30分
▶場 所　コミュニティセンターみずしろギャラリー
▶申し込み　不要

▶ そ の 他　行田市自治会女性部連絡会から平和へのメッセージなどが書かれた花の種の配布があります。
▶問い合わせ　同課協働推進担当（内線253）

クラフトバンド作成イメージ
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75歳以上で年金収入80万円以下の方へ
　これまで、後期高齢者医療制度の保険料均等割が9割軽減となっていた方は、今年度、8割軽減に変わります。
これは、今年度、所得の低い高齢者への介護保険料の負担軽減が強化されたことと、所得の低い年金受給者の
方への年金生活者支援給付金(基準額月5,000円)の制度が10月から始まることによるものです。
(例)年金収入80万円以下の方

▶注意　
　・65歳以上の方で障害認定を受けて後期高齢者医療制度に加入している方も対象になります。
　・ 老齢年金生活者支援給付金(補足的な給付を含む)の場合、支給要件(65歳以上で老齢基礎年金を受給中、

世帯全員の市町村民税が非課税、前年の年金収入額と所得額の合計が879,300円以下)を全て満たす必要
があります。金額は保険料を納めた期間などにより異なり、基本的に10月分・11月分を12月(年金の支
払日と同日)に振り込みます。

　・医療保険料を年金からの引き落としで納めている場合、引き落とし額への影響は10月からです。
▶問い合わせ　
　後期高齢者医療制度については保険年金課(内線226・227)
　年金生活者支援給付金についてはねんきんダイヤル☎0570―05―1165

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す

　
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、

医
療
機
関
受
診
状
況
（
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
）
や
特
定
健
康
診
査

の
結
果
な
ど
か
ら
生
活
習
慣
病
重
症
化
予
防
対
策
と
し
て
「
糖

尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
案
内
を
送
付
済
み
で
す
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
事
業
内
容
　

　
保
健
指
導

　

 

現
在
、
糖
尿
病
で
治
療
中
の
方
を
対
象
に
実
施
す
る
、
食
事

や
運
動
な
ど
、
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
た
め
の
相
談
支
援
で

す
。
か
か
り
つ
け
医
と
相
談
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
受
診
案
内

　

 

糖
尿
病
の
治
療
が
必
要
な
方
や
治
療
を
中
断
さ
れ
て
い
る
方

を
対
象
に
、
医
療
機
関
へ
の
受
診
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

案
内
が
届
い
た
方
は
、
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
保
健
指
導
継
続
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

 

平
成
28
年
度
・
29
年
度
・
30
年
度
に
本
事
業
の
6
カ
月
間
の

保
健
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
引
き

続
き
生
活
改
善
の
相
談
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

▼ 

そ
の
他
　
こ
の
事
業
は
、
県
と
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
の
共
同
で
実
施
し
て
お
り
、
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー

タ
、
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
ク
シ
ア
な
ど
に
委
託
し
実
施
し
ま

す
。
委
託
先
の
保
健
師
な
ど
か
ら
電
話
で
参
加
の
案
内
、
受

診
の
確
認
な
ど
の
連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　 

保
険
年
金
課
国
保
担
当（
内
線
２
７
１・２
７
２

　
・
２
７
３
）

国民健康保険に加入している
70歳以上の方へ

後期高齢者医療制度に
加入している方へ

通院・入院時の医療費と食事代の
窓口負担額が減額されます

後期高齢者歯科健診を
受けましょう

　国民健康保険高齢受給者証が、8月1日に更新とな
ることから、新しい受給者証を7月中にお送りします。
医療機関にかかる際は、保険証と高齢受給者証の2枚
を提示してください。
　医療機関などの窓口で支払う一部負担金の負担割合
は、市民税の課税所得により2割または3割となりま
す。
　このうち、負担割合が3割の方（課税所得145万円以
上の70歳以上75歳未満の被保険者が同一世帯にいる
方）で、次に該当する場合は、申請により負担割合が2
割となりますので、7月31日（水）までに保険年金課へ
申請してください。なお、8月以降の申請による負担
割合の変更は、申請した月の翌月1日からの適用とな
ります。
▶申請により負担割合が2割となる場合　
　 【同じ世帯に70歳以上75歳未満の国保加入者が2人以上】
　 被保険者の平成30年中の収入合計額が520万円未満
　 【同じ世帯に70歳以上75歳未満の国保加入者が1人】
　 被保険者本人の平成30年中の収入額が383万円未満
　 【同じ世帯に後期高齢者医療制度加入者がいる世帯の方】
　 後期高齢者医療制度への移行により国保から脱退し
た方と被保険者本人の平成30年中の収入合計額が
520万円未満
▶申請に必要なもの　
　・国民健康保険高齢受給者証
　・印鑑（朱肉を使用するもの）
　・確定申告書の写しなど収入が確認できる書類
　・個人番号カードまたは通知カード
▶問い合わせ　同課国保担当（内線271・272・273）

　後期高齢者医療被保険者証が8月1日に更新となること
から、新しい保険証を7月中にお送りします。
　医療機関などの窓口で支払う一部負担金の負担割合は、
市民税の課税所得により1割または3割となります。
　このうち負担割合が3割の方（課税所得145万円以上の
被保険者が同一世帯にいる方）で、次に該当する場合、申
請により負担割合が1割となりますので、7月31日㈬ま
でに保険年金課へ申請してください。
　なお、8月以降の申請による負担割合の変更は、申請し
た月の翌月1日からの適用となります。
▶申請により負担割合が1割となる場合　
　【同じ世帯に被保険者が2人以上】
　被保険者の平成30年中の収入合計額が520万円未満
　【同じ世帯に被保険者が1人で、次のいずれかに該当】
　① 被保険者本人の平成30年中の収入額が383万円未満
　② 上記①に該当しない方で、70 ～ 74歳の方（後期高

齢者医療制度の被保険者を除く）を含めた世帯の平成
30年中の収入合計額が520万円未満

▶申請に必要なもの　
　・後期高齢者医療被保険者証
　・確定申告の写しなど収入が確認できる書類
▶問い合わせ　保険年金課医療担当（内線226・227）

国民健康保険に加入している方
　70歳未満の方および70歳以上で医療費の負担割合
が3割の方が通院・入院する際、事前に申請すると「限
度額適用認定証」が交付され、1カ月につき1医療機関
での窓口負担が自己負担限度額までとなります。また、
市民税非課税世帯の方は、入院時の食事代も併せて減
額される「限度額適用・標準負担額減額認定証」が交付
されます。
※ 有効期限が平成31（令和元）年7月31日の認定証を
お持ちの方で、引き続き減額の適用を受ける場合は、
改めて申請が必要となります。
▶申請に必要なもの　
　・国民健康保険被保険者証
　・印鑑（朱肉を使用するもの）
　・個人番号カードまたは通知カード

後期高齢者医療に加入している方
　市民税非課税世帯の方は、事前に申請すると「限度額
適用・標準負担額減額認定証」が交付され、1カ月につ
き1医療機関での窓口負担が自己負担限度額までとな
り、食事代も併せて減額されます。また、医療費の負
担割合が3割の方も、事前申請により「限度額適用認定
証」が交付されます。
※ 有効期限が平成31（令和元）年7月31日の認定証を
お持ちで8月以降も適用になる方は、7月中に新し
い認定証をお送りします。
▶申請に必要なもの　後期高齢者医療被保険者証
▶ 問い合わせ　国民健康保険については保険年金課国
保担当（内線271･272･273）、後期高齢者医療につ
いては同課医療担当（内線226･227）

　生涯にわたって自分の口で食事や会話を楽しめる
よう、市では後期高齢者の方向けに歯科健診を実施
しています。この機会に自身のお口の健康を見直し
てみませんか。
▶期間　7月1日㈪～令和2年1月31日㈮
▶ 対象　後期高齢者医療制度に加入している方（長
期入院中の方や施設入所されている方は対象外）

　※ 昭和18年4月2日～昭和19年4月1日生まれ
の方には、埼玉県後期高齢者医療広域連合から
歯科健診の案内が届きます。確認の上、受診し
てください。

▶費用　無料（2回目以降は自己負担）
▶ その他　健診の結果、治療が必要と判断された場
合には、別途治療費がかかります。

▶ 申し込み　直接または電話で保険年金課へ申し込
みください。受診希望者に、受診票、問診票を交
付します。その後、市内の実施医療機関に直接申
し込みください。実施医療機関一覧は、受診票、
問診票と併せてお渡しします。

▶問い合わせ　同課(内線271・227)

平成30年度

保険料の納付額（1割）

9割軽減
（月平均350円納付）

平成31年度

保険料の納付額（2割）

8割軽減
（月平均700円納付）
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夏休みの自由研究にピッタリ
夏休み親子下水道教室

つどいの広場の実施場所が
一部変更になります

幼稚園就園奨励費を支給します アクアフィットネス教室
（残暑のコース）

市内小・中学校を一斉閉庁します

夏休み一日消防士体験

行田地区更生保護サポートセンターの
開所日が変更になりました

児童扶養手当および特別児童扶養手当の
現況届・所得状況届の提出をお願いします

ひとり親家庭等児童養育手当の現況届の
提出をお願いします

認知症サポーター養成講座を
受講してみませんか

▶ 日時　8月20日㈫
　　　　【午前の部】午前9時～正午
　　　　【午後の部】 午後1時30分～ 4時30分
▶ 場所　元荒川水循環センター（桶川市小針領家
939)

▶ 内容　下水処理施設を見学し、下水をきれいにす
る仕組みを学んだり、顕微鏡で微生物を観察した
りします。

▶対象　小学生とその保護者
▶定員　各回20組40人（先着順）
▶参加費　無料
▶ 申し込み・問い合わせ　8月1日㈭～ 13日㈫に
電話で（公財）埼玉県下水道公社北部支社庶務担当

　☎048―728―2011

　市では、おおむね3歳未満のお子さんとその保護者が
自由に遊び、他の親子と交流できる施設として、つどい
の広場を市内5カ所に開設しています。
　次の期間、実施日時・場所が変更となりますので、ご
利用の際はご注意ください。
▶ 変更期間　7月18日㈭～ 9月2日㈪※8月12日㈪～
16日㈮は休み
▶変更期間中に実施するつどいの広場　

※つどいの広場「さくら」、「ひがし」では実施しません。
▶ その他　つどいの広場「さきたま」は、午前9時～正午
は保育室開放、正午～午後2時は子育て相談(電話また
は面接※要予約)です。
▶問い合わせ　子ども未来課子ども未来担当(内線262)

　市では、幼稚園教育の一層の普及・充実ならびに
保護者の負担を軽減するため、市内外の私立幼稚園
にお子さんを通園させている家庭に保育料の一部を
補助しています。なお、補助金額は市民税の課税額
に応じて変わります。
▶ 申請方法　幼稚園を通じ申請してください(市内の
幼稚園には申請用紙を配布済み)。なお、市外の幼
稚園へ通園している家庭で、申請していない方は
教育総務課にご連絡ください。
▶ その他　この制度は9月で終了し、10月以降は幼
児教育・保育の無償化事業として実施します。詳
細は改めてお知らせします。
▶問い合わせ　同課財務施設担当☎556―8311

　水中でのウオーキングや筋トレなどの体操を
行います。水の中では膝や腰への負担が少なく
運動することができます。気軽にご参加くださ
い。
▶ 日時　8月21日～ 9月18日の毎週水曜日（全5
回）午後3時20分開始※午後3時から受け付け

▶場所　行田市民プール
▶ 対象　65歳以上で、医師から運動の制限を受
けていない方
▶定員　20人（先着順）
▶参加費　無料※ロッカー利用は1回50円
▶ 申し込み・問い合わせ　8月14日㈬までに直
接高齢者福祉課地域包括ケア担当（内線278）

　市内小・中学校で学校閉庁（教職員が一斉に休暇を
取得し、学校に勤務しない日）を実施します。
▶ 閉庁日　8月11日㈰～ 16日㈮（サマーリフレッ
シュウィーク）および11月14日㈭（埼玉県民の日）
※緊急時は、学校教育課まで。

▶問い合わせ　同課☎556―8316

▶日時　8月9日㈮午前9時～午後4時30分　
▶場所　消防本部他　
▶ 内容　レスキューや放水、応急手当てなどの訓練
や、埼玉県防災学習センターでの災害体験を通し
て、消防士の仕事や防災について楽しく学習します。

▶対象　市内の小学4年生～ 6年生
▶定員　100人（先着順）
▶参加費　100円（傷害保険料）　
▶持ち物　昼食、飲み物　
▶ 申し込み　7月19日㈮～ 31日㈬に参加費を添え
て直接同本部　

▶ 問い合わせ　同本部総務課☎550
―2119

　行田地区保護司会（大嶋伸之会長）が開所している行田
地区更生保護サポートセンターの開所日が、7月1日か
ら変更になりました。
　同センターは、犯罪や非行をした方の更生を支援する
ため、昨年11月に、南河原支所内に開設されたものです。
　担当保護司が、地域住民からの犯罪や非行の相談に応
じますので、更生保護に関することでお悩みの方はご利
用ください。
▶ 開所日時　月・水・金曜日の午前10時～午後4時（祝
日、年末年始、保護司会研修日を除く）
▶開所場所　南河原支所内
▶その他　相談をご希望の方は事前に予約が必要です。
▶ 申し込み・問い合わせ　同センター☎070―1061―
5541

　児童扶養手当および特別児童扶養手当を受給され
ている方は、現況届または所得状況届を毎年提出す
る必要があります。提出通知を7月下旬に発送しま
すので、期間内に必ず提出してください。
▶受付期間　
　 【児童扶養手当】8月1日㈭～ 30日㈮
　【特別児童扶養手当】8月13日㈫～ 9月13日㈮
▶受付時間　
　 【月～金曜日】午前8時30分～午後5時15分（祝日
を除く）
　【日曜日】午前8時30分～正午
▶場所　子ども未来課
▶問い合わせ　同課給付担当（内線292）

　ひとり親家庭等児童養育手当を受給している方は、
毎年「現況届」を提出する必要があります。提出通知
を7月下旬に発送しますので、期間内に必ず提出し
てください。
▶ 受付日時　8月1日㈭～ 30日㈮【月～金曜日】午前
8時30分～午後5時15分（祝日を除く）【日曜日】
午前8時30分～正午
▶場所　子ども未来課
▶問い合わせ　同課給付担当(内線292)

▶ 日時　①7月30日㈫②9月25日㈬③11月
26日㈫いずれも午後1時30分～ 3時
▶場所　VIVAぎょうだ学習室
▶ 内容　認知症についての基本的な知識、認知
症の方への適切な対応方法、相談機関などを
学ぶ
▶対象　市内在住・在勤・在学の方
▶定員　各回20人(先着順)
▶受講料　無料
▶持ち物　筆記用具
▶ その他　受講終了後にはサポーターの証とし
て、「オレンジリング」と「埼玉県認知症サポー
ター証」をお渡しします。
▶ 申し込み　7月1日㈪から直接または電話で
地域包括支援センター緑風苑(須加1563)☎
557―3611(月～金曜日)
▶ 問い合わせ　高齢者福祉課地域包括ケア担当
（内線278）

名　称 所在地 開設日時 電話番号

はすのこ 児童センター
月～土曜日
午前10時～
　　 午後3時

553―2108

みなみかわら
老人福祉セン
ター南河原荘
隣

月～土曜日
午前9時～
　　 午後2時

557―0977

さきたま
埼玉保育園
(埼玉4595―
1)

火・水・木曜日
午前9時～
　　 午後2時

559―2433
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合併処理浄化槽設置補助金を交付します
　市では、河川の水質向上のため、し尿の他に台所や洗濯、風呂などの生活雑排水を合わせて処理する合併処理浄
化槽への転換設置者に補助金を交付しています。補助金を希望する方は、内容を確認の上、手続きをしてください。

▶手続きおよびスケジュール

行田市の職員として一緒に働きませんか
～令和2年度採用職員を募集します～

　※募集人数は欠員状況により変更になる場合があります。
　※詳細は受験案内をご覧ください。

▶試験日・試験会場　9月22日㈰、行田グリーンアリーナまたは市役所
　※試験会場は申し込み状況により変更になる場合があります。
▶ 申し込み　7月1日㈪から人事課で配布している受験案内・申込書に必要事項を記載し、必要書類を添付した
上で、7月22日㈪～ 8月1日㈭に持参または郵送により提出してください(土・日曜日を除く)。なお、持参
する場合の受付時間は午前9時～午後5時です。
　※郵送の場合は8月1日㈭の消印まで有効【持参・郵送】〒361―8601 行田市本丸2―5 行田市人事課
▶ その他　受験案内申込書の請求と受験の申し込みは郵送でも可能です。その場合は、郵送する封筒に｢受験案
内請求(○○)｣または「受験申し込み(○○)」(○○には希望職種を記入)と記載の上､ 請求者(申込者)の住所
を明記した返信用封筒(角形2号、120円分の切手を貼付)を同封してください｡
▶問い合わせ　同課人事給与担当(内線208)

募集職種 募集人数 応募要件（学歴、資格、年齢など）

一般事務職 4人 大学・短期大学(修業年限2年以上の専門
学校を含む）・高等学校を卒業した方ま
たは令和2年3月31日までに卒業見込み
の方

【大学卒】 平成5年4月2日～平成10年4月
1日に生まれた方

【短大卒】 平成7年4月2日～平成12年4月
1日に生まれた方

【高校卒】 平成9年4月2日～平成14年4月
1日に生まれた方

消防職(救急救命士有資格者
を含む) 5人

一般事務職
(障がい者) 若干名

次の全ての要件に該当する方
・ 身体障害者手帳、療育手帳、児童相談
所などから知的障害者であるとの判定
書または精神障害者保健福祉手帳の交
付を受けている方

・ 週5日間、週38時間45分の職務の遂行
が可能な方

・ 活字印刷文による出題および口述試験
に対応できる方

平成元年4月2日～平成14年4月1日に生まれ
た方

土木技術職 1人

大学・短期大学(修業年限2年以上の専門
学校を含む)・高等学校で、土木の専門
課程を専攻し卒業した方または令和2年
3月31日までに卒業見込みの方

【大学卒】 平成元年4月2日～平成10年4月
1日に生まれた方

【短大卒】 平成元年4月2日～平成12年4月
1日に生まれた方

【高校卒】 平成元年4月2日～平成14年4月
1日に生まれた方

1級または2級土木施工管理技士の資格
を有する方 平成元年4月2日以降に生まれた方

建築技術職 1人

大学・短期大学(修業年限2年以上の専門
学校を含む)・高等学校で、建築の専門
課程を専攻し卒業した方または令和2年
3月31日までに卒業見込みの方

【大学卒】 平成元年4月2日～平成10年4月
1日に生まれた方

【短大卒】 平成元年4月2日～平成12年4月
1日に生まれた方

【高校卒】 平成元年4月2日～平成14年4月
1日に生まれた方

保健師 1人
保健師の資格を有する方または令和2年
3月31日までに資格を取得できる見込み
の方

平成元年4月2日以降に生まれた方

保育士 2人
保育士の資格を有する方または令和2年
3月31日までに資格を取得できる見込み
の方

平成元年4月2日以降に生まれた方

管理栄養士 1人
管理栄養士の資格を有する方または令和
2年3月31日までに資格を取得できる見
込みの方

平成元年4月2日以降に生まれた方

第3回 T
テ ア ト ル

héǎtre　V
ヴェール

ertを開催します
　旧忍町信用組合店舗を活用したヴェールカフェで、芸
術文化を楽しむイベント「Théǎtre Vert」を毎月実施して
います。今回は、行田市俳句連盟による俳句の展示と俳
句講座を開催します。

俳句の展示
▶期　　間　 7月19日㈮～ 8月7日㈬午前11時～午後

4時※木曜日は休館
▶場　　所　旧忍町信用組合店舗内
▶入 館 料　無料

俳句講座「俳句よもやま話」
▶日　　時　7月27日㈯午後2時～ 3時
▶講　　師　三澤茂さん（行田市俳句連盟会長）
▶定　　員　20人
▶参 加 費　1,000円（コーヒーとケーキ付き）
▶申し込み・ 問い合わせ　7月1日㈪～ 25日㈭に電話で

文化財保護課☎553―3581

夏休み伝統文化体験教室の
受講生を募集します

▶日時・内容など

▶場　　所　中央公民館和室
▶対　　象　市内の小学校に通う小学3年生～ 6年生
▶定　　員　各回25人
▶参 加 費　無料
▶そ の 他　 3つの教室を受講することもできます。「は

じめての書道」に参加する方は、学校で使
用している書道道具を持参してください。

▶申し込み　 7月9日㈫午前9時から直接同館(電話での
受け付けは午前10時から)

▶問い合わせ　同館☎556―2649

日　時 内　容 講　師

7月31日㈬
午後1時30分～
3時30分

【はじめての茶道】
茶道の作法、マナーに
ついて学ぶ

加藤洋子さん
(行田市お茶の会)

8月1日㈭
午後1時30分～
3時30分

【はじめての書道】
｢永字八法」により書道
の基本を学ぶ

彩書家
美蓮さん

8月2日㈮
午後1時30分～
3時30分

【はじめての将棋】
将棋のルール、成り立
ちについて学ぶ

森健一さん
(行田市将棋連盟)

火災などに遭われた方へ
市営住宅を一時的に提供します

　市では、火災や自然災害などにより自宅が被害を受け、
緊急に別の住まいを必要とする方へ、市営住宅の空き家
の一時的な提供を行っています。

▶使用期間　6カ月以内
▶要　　件
　・火災等発生時に市内に住所を有していたこと
　・一時的な居住場所の確保が困難であること
　・ 火災の場合、原因がその世帯に属する方の故意によ

るものでないこと
▶家　　賃　免除（共益費・自治会費などは自己負担）
▶そ の 他　連帯保証人は不要です。
▶申請方法　 被災後1カ月以内に、市営住宅一時使用許

可申請書に罹
り
災証明書、誓約書、入居者全

員の住民票の書類を添付の上、営繕課へ申
し込みください。

▶問い合わせ　同課住宅管理担当☎550―1554

同館☎556―2649

第34回浮き城のまち行田
少年の主張大会の参加者を

募集します
▶開 催 日　10月26日㈯
▶応募要件　市内在住の小学5・6年生、中学生
▶作文原稿量および意見発表時間　
　　　　　　 400字詰め原稿用紙3枚半程度とし、5分

以内で発表
▶テ ー マ　 未来について考えること(希望・提案・将

来の夢)や学校・家庭・地域・社会・友達
のことなど

▶申し込み　 9月13日㈮までに原稿とひとつくり支援
課にある応募用紙を提出してください。な
お、市内の小・中学校に通う児童・生徒は
各学校へ提出してください。

▶問い合わせ　同課生涯学習担当☎556―8319
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市民祭・行田浮き城まつり第２
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埼玉りそな
銀行

武蔵野銀行

行田市駅

県道
128
号（旧

国道
125
号）

警察入口臨時バス停（佐間経由吹上駅行）
産業道路臨時バス停（佐間経由吹上駅行）

※駐車場は市役所・産業文化会館・バスターミナルをご利用
　ください。＝ Ｐ
※朝日バス「佐間経由吹上駅行」は産業道路経由に、
　「前谷経由吹上駅行」は行田市駅前経由になります。

午後3時30分～9時30分
車両全面通行禁止区域（歩行者天国）

路線バス・市内循環バス以外の通行はご遠慮ください。

午後6時～7時のみ車両全面通行禁止区域
（歩行者天国）

規制時間帯バス迂回路
（午後1時から最終まで迂回します）

愛宕神社前臨時バス停（前谷経由吹上駅行）
旭町臨時バス停（佐間経由吹上駅行）
浄水場入口臨時バス停（佐間経由吹上駅行）

迂回路
（大型車は市内通行できませんので迂回をお願いします）

う   か い

前夜祭交通規制略図
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第26回市民祭・行田浮き城まつり 会場案内図

▶日時　7月27日㈯午後4時～ 8時30分、7月28日㈰午後3時30分～ 9時
▶場所　県道128号（旧国道125号）歩行者天国区域ならびに県道行田蓮田線
▶催し物　
　【27日前夜祭】浮き城横丁フリーマーケット、ステージイベント、山車のたたき合いなど
　【28日市民祭】浮き城だんべ踊り、ステージイベント、みこし渡御、山車のたたき合いなど
　※内容に多少の変更の場合あり
▶主催　行田浮き城まつり実行委員会
▶その他　会場および会場周辺での無人航空機の使用を禁止します。
▶問い合わせ　同実行委員会松井☎080―3150―7282

▶対　　象　 保護者が交通事故で死亡・重度後遺障
害となった高校生以上の生徒・学生

▶奨 学 金　月額2万円～ 10万円
▶入学一時金貸与制度　20万円～ 80万円
▶利　　子　いずれも無利子
▶返還期間　最長20年
▶問い合わせ　 公益財団法人交通遺児育英会
　　　　　　☎03―3556―0773

ご存じですか
交通遺児育英会奨学金制度

　県では、昭和56年5月31日以前に建築確認を受
けて建築された建築物のうち、診療所や店舗、福祉
施設など多くの方々が利用する建物で一定規模以上
の建築物に対して、耐震診断、耐震補強設計および
耐震改修の費用の一部を補助しています。

▶問い合わせ　県建築安全課☎048―830―5527

ご活用ください
耐震診断・耐震改修に関する

補助制度

▶試 験 日　11月24日㈰
▶試験会場　埼玉工業大学（深谷市普済寺1690）
▶受験資格　次のいずれかに該当する方
　① 高等学校の土木工学科またはこれに相当する課
程を修了し卒業した方

　② 高等学校を卒業した方で、排水設備工事などの
設計または施工に関し、1年以上の実務経験を
有する方

　③ 排水設備工事などの設計または施工に関し、2
年以上の実務経験を有する方

　④①～③に準ずる方
▶受 験 料　10,000円
▶申し込み　 8月19日㈪から下水道課で配布する受

験案内を参照の上、9月27日㈮（必着）
までに申込書を郵送で提出してください。

▶問い合わせ　同課普及促進担当☎564―0303

排水設備工事責任技術者
資格認定共通試験を行います

　県では、民間建築物のアスベスト対策として、ア
スベスト含有の恐れのある吹き付け材の含有調査お
よび吹き付けアスベストの除去などの工事に対する
費用の補助をしています。

▶問い合わせ　県建築安全課☎048―830―5525

ご活用ください
建築物のアスベスト対策補助制度

観光イベント事業を支援します

▶ 補助対象者　 市内に活動拠点を持つ団体（法人格の有
無を問いません）

▶ 対象事業　 毎月1回以上地域観光資源を活用し、中
心市街地のにぎわいづくりに寄与するイ
ベントの開催事業

　　　　　　※ 地域観光資源とは、行田市の食、自然、
景観、歴史、文化などの地域資源のこ
とです。

　　　　　　※ イベントの具体的な開催場所として
は、忍城址、水城公園、商工センター
前憩いの広場などが想定されます。会
場使用料や火気の取り扱いについて
は、観光協会ホームページで確認して
ください。

▶ 補助対象経費　 対象事業を実施するための経費（消費税お
よび地方消費税に相当する額を除く）

　　　　　　※ 景品など特定の個人に給付するための物
品購入や会場使用料など一部対象となら
ない経費があります。

▶ 補 助 率　 補助対象経費のうち、イベント周知費用
については10分の10、その他について
は3分の1（上限額は60万円、算出した
額に1,000円未満の端数が生じるときは
これを切り捨てます）

▶募集期限　 7月31日㈬まで ※募集期限後に、補助目
的達成に有効な事業を選定し、採択します。

▶申し込み・問い合わせ　同協会（商工観光課内・内線
　　　　　　375）

　行田市観光協会では、継続した中心市街地のにぎわいづくりや市内での起業機運の醸成、市内に活動拠点を持つ
事業者の所得向上を図るため、本市の地域観光資源を活用したイベントに対して支援をします。
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談相種各 （7月15日～8月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

7月23日㈫ ※ 予約は7月1日㈪から 午前9時20分～正午
地域づくり支援課
（内線252）

8月8日㈭ ※ 予約は7月16日㈫から 午後1時40分～ 4時20分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分
消費生活センター
（内線495）

不動産 市役所 7月17日㈬　 午前9時～正午
公益社団法人埼玉県宅
地建物取引業協会北埼
支部☎562―5900

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 8月14日㈬※予約制 午後1時～ 5時

(受け付けは午後4時まで)
埼玉県行政書士会埼北
支部☎564―0104

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 土曜日は市内在住の方を対象に電話相
談も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 忍・行田公民館 8月14日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課
（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

夜間の納税相談 市役所 毎週火曜日(祝日を除く） 午後5時15分～ 7時 収納課
（内線236・237）

水道料金の
夜間納付 水道庁舎（前谷） 7月23日㈫、8月6日㈫ 午後5時15分～ 7時 水道課

☎553―0131

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
6月16日㈰  午前9時 0.07マイクロシーベルト(晴れ)　午後3時 0.08マイクロシーベルト(晴れ）
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ゆずってください

▷机（子ども用）　▷パン切り包丁　▷赤ちゃん用抱っこひ
も　▷タンス　▷姿見（いす付）　▷棚　▷蛍光灯　▷ベ
ビーベッド　▷ベビーバス　▷赤ちゃん用歩行器　▷子ど
も用自転車　▷テーブル　▷彫刻刀セット　▷洋服タンス

▷ブルーレイレコーダー　▷ロックミシン　▷タープ　▷
乾燥機　▷空気清浄機　▷ピアノ用いす　▷ジュニアシー
ト　▷液晶テレビ　▷テレビチューナー　▷竹ざる

不
用
品
情
報（
無
料
）

県北総合相談センター
出張法律相談会

▶日　　時　 7月18日㈭午後1時30分～ 4
時30分　

▶場　　所　 深谷市男女共同参画推進セン
ター（Ｌ・フォルテ）ツバキ（深
谷市上柴町4―2―14・キララ
上柴内）

▶相談内容　 相続、遺言、登記、債務整理、
成年後見、不動産の名義変更な
ど　

▶相談方法　面談相談（1組1時間、要予約）
▶相 談 料　無料　
▶主　　催　埼玉司法書士会　
▶申し込み　 総合相談センター☎048―838

―7472　
▶問い合わせ　 同会事務局☎048―863―7861

納期のお知らせ（7月分）

▶日　　時　8月3日㈯午前10時～午後4時
▶場　　所　 大宮ソニックシティ 8階803・804会議室（さいたま

市大宮区桜木町1―7―5）　
▶内　　容　 司法書士、税理士が遺言および相続に関する相談に応

じる。
▶定　　員　96人（先着順）
▶相 談 料　無料　
▶申し込み・ 問い合わせ　7月26日㈮午後4時までに電話で関東

信越税理士会埼玉県支部連合会事務局☎048―665―
3111

遺言・相続無料相談会

固定資産税・都市計画税・・・・・・・・・・・２期
国民健康保険税・・・・・・・・・・・・・・・１期
介護保険料・・・・・・・・・・・・・・・・・１期
後期高齢者医療保険料・・・・・・・・・・・・１期

納期限　7月31日㈬
・ 市税などの納付には、｢安心！確実！便利！｣な口座振替を
ご利用ください。

・ 納付の相談は随時窓口で実施しています。
▶問い合わせ　収納課収納担当（内線236・237）

夏季の節電をお願いします
　今年の夏の気温はほぼ平年並という予報が発表とな
り、厳しい暑さが予想されます。熱中症などの体調管理
に十分気を付けながら、無理のない範囲での節電へのご
協力をお願いします。
　節電は地球に優しいだけでなく、電気料金が抑えられ
る家計にも優しい取り組みです。家庭でもできる簡単な
ことから節電を始めてみませんか。

家庭でできる節電対策
・ エアコンを使用する場合は28度を目安にし、設定温
度を上げてみましょう。扇風機や送風機を併用すると、
冷房効率が上がり、より効果的です。
・使用していない照明を小まめに消しましょう。
・ 長時間使用していない電気製品のプラグをコンセント
から抜きましょう。
▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

埼玉で開催！１年前イベント in 羽生
~東京2020 開催まであと１年！~

　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会ま
であと1年。ご当地キャラクターが集合するステージや
子どもも楽しめる競技体験、すてきな景品がもらえるス
タンプラリーなど、東京2020大会が待ち遠しくなるイ
ベントを開催します。

▶期　　日　8月3日㈯
▶場　　所　イオンモール羽生（羽生市川崎2―281―3）
▶入 場 料　無料
▶そ の 他　事前申し込みは不要 
▶問い合わせ　 県オリンピック・パラリンピック課気運醸

成担当☎048―830―2892

夏のエコライフDAYにご参加ください
　「1日環境に良いことをする日」を決めて、チェックシー
トを基に、省エネ・省資源など環境に配慮した生活を送
るエコライフDAY。市では、参加する自治会、団体、企
業を募集しています。エコライフDAYに参加して、今の
ライフスタイルを見直してみませんか。

▶対　　象　参加者3人以上の自治会、団体、企業
▶参加方法　 環境課または各公民館で配布している

チェックシートに記入してください。7月
31日㈬までに同課に持参するか行田環境
市民フォーラムの協力により各公民館に設
置している回収ボックスに提出してくださ
い。

▶問い合わせ　同課環境政策担当☎556―9530

サマージャンボ宝くじ発売
　今年のサマージャンボ宝くじは、1等・前後賞合わせ
て7億円。さらにサマージャンボミニが同時発売されます。
　この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよいまち
づくりに使われます。

サマージャンボ宝くじ
○１　等…5億円×20本
○前後賞…各1億円×40本
※発売総額600億円・20ユニットの場合

サマージャンボミニ
○１　等…3,000万円×40本
○前後賞…各1,000万円×80本
※発売総額240億円・8ユニットの場合

▶発売期間　7月2日㈫～ 8月2日㈮
▶発売場所　全国の宝くじ売場
▶抽 選 日　8月14日㈬
▶問い合わせ　 (公財)埼玉県市町村振興協会
　　　　　　☎048―822―5004
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健康相談（要申し込み）
日　　時　7月19日㈮、８月8日㈭
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター

おとなの健康

保　健　案　内保　健　案　内 保健センター
長野2－3－17
TEL：５５３－００５３
ＦＡＸ：５５５－２５５１

1819

◇「病気があるが、足が不自由で
通院できない」「寝たきりの家族
がいて床ずれが心配」などの相談
があるとき
・在宅医療支援センター　
　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5
時(土・日曜日、祝日、年末年始
を除く)

◇「歯科医院への通院が困難」「訪
問歯科診療を行っている歯科医
院が知りたい」などの相談があ
るとき
・在宅歯科医療推進窓口　
　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3
時(正午～午後1時を除く)※
土・日曜日、祝日、年末年始
を除く

在宅医療窓口

ママ･パパ教室 (要申し込み)
日　　時　 8月8日㈭午前9時30分～正午(午前9時

15分から受け付け)
内　　容　 歯科医師による歯科講話、歯科診察、沐

もくよく
浴

実習、妊婦体験など
対　　象　妊婦とその家族
定　　員　20人(先着順)
そ の 他　詳細は市ホームページ
　　　　　をご覧ください。　

赤ちゃんクラス（申し込み不要）
日　　時　 7月22日㈪午前10時～ 11時30分
対　　象　4カ月未満のお子さんとその保護者
内　　容　 お子さんの体重測定や育児相談

離乳食（後期）教室（要申し込み）
日　　時　 7月31日㈬午前10時30分～ 11時30分

（午前10時15分から受け付け）
対　　象　 9 ～ 11カ月のお子さんとその保護者（保

護者のみの参加可）

乳幼児健診など
健 診 名　 4カ月児健診、離乳食(初期)教室、10カ

月児相談、1歳6カ月児健診、2歳児歯科
健診、3歳児健診

そ の 他　 対象者には通知します。転入されたお子さ
んで、前住所地で受診していない方は保健
センターにご連絡ください。

子どもの健康

　厚生労働省は、今年度から3年間、予防接種法によ
る風しんの定期予防接種を受ける機会が一度もなかっ
た方に対してクーポン券を発行し、2022年3月末ま
での間、原則無料で風しん抗体検査を受けていただき、
その結果十分な量の抗体がない方は予防接種(無料)
の対象とする風しん追加的対策を始めました。

対　　象　① 2019年度クーポン券が交付される方
　　　　　　 昭和47年4月2日～昭和54年4月1日

生まれの男性　
　　　　　② 申し込み(希望)によりクーポン券交付

となる方
　　　　　　 昭和37年4月2日～昭和47年4月1日

生まれの男性（8月ごろから随時送付）
　　　　　③上記①に該当する方で転入された方
　　　　　　 風しん抗体検査などを前住所地で受けて

いない方は保健センターに問い合わせく
ださい。

　　　　　※詳細は市ホームページ
　　　　　　をご覧ください。

風しんの追加的対策を始めました

休日急患診療

期　日 医療機関名 電話番号
7月21日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
7月28日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111
8月 4日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
8月11日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111
8月12日（月) 壮幸会行田総合病院 552―1111

　休日や祝日の急な病気やけがのときは次の医療機関
をご利用ください。

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

　病院に連れて行こうか迷ったときや受診できる医療
機関を知りたいときの全国共通ダイヤルです。

#7119（365日24時間対応）

健康づくりチャレンジポイント事業に参加しよう
　市では、健康づくりを推進するために、健(検)診やウオーキング、健康
教室(認定講座)などに参加していただいた方に、行田商店共通商品券をプ
レゼントしています。商品券を使って、心と体をリフレッシュしましょう。

健(検)診期間　令和2年2月29日㈯までに
対　　象　次の①～③全てに該当する方
　　　　　①行田市民で20歳以上の方(令和2年3月31日現在)
　　　　　② 特定健診または後期高齢者健診、人間ドック、職場の健診、

ヤング健診のいずれかを受診した方
　　　　　③ 各種がん検診(胃・肺・大腸・子宮・乳・前立腺)受診、歯科受診・

検診、健康づくりチャレンジポイント認定講座への参加、ウオー
キング(1カ月で15万歩以上を3カ月継続)、薬局での糖尿病予防
検体測定検査の実施、健康レシピ・空気のおいしいお店・ヴェー
ルカフェの利用など4つ以上の項目に該当した方

　　　　　※定期的な医療機関受診の検査結果は該当になりません。
　　　　　※ 健康づくりチャレンジポイント認定講座は申し込み制です。詳細

は「市報ぎょうだ」で随時お知らせします。
　　　　　※ ウオーキングは毎日の歩数を3カ月記録してください。記録

用紙の指定はありません。
持 ち 物　健(検)診結果、参加記録、活動記録など※原本を持参
申し込み　令和2年3月6日㈮までに保健センター※必ず本人が来所
申請の流れ

健康づくりのため、健
（検）診を受けたり、認
定講座に参加したりし
て、必要項目を満たす。

1,000 円の行田商店共
通商品券を受け取り、
健康づくりのために活
用する。

保健センターで健（検）診結果や参加記録
をチェック。気になる点はご相談をお受
けします。
※健（検）診結果や参加記録などを持参のこと

健康づくりチャレンジポイント認定講座
健康づくりのための教室
「ロコモ予防！骨コツ教室」

　いつまでも健康で過ごすために、ロコモティブシン
ドロームと骨粗しょう症の予防について学びましょう。

日　　時　 7月25日㈭午後2時～ 3時30分(午後1時
30分から受け付け）

場　　所　保健センター
内　　容　・ 凌

りん
　晨

しんこう
光さん(行田中央総合病院整形外科

医)による講演「ロコモ・フレイル・サイコ
ペニア～まずはロコモ予防からはじめて
ください～」・健康ミニ講話

対　　象　市内在住の方
定　　員　35人(先着順)
費　　用　無料
持 ち 物　 筆記用具、動きやすい服装、飲み物、健康づ

くりチャレンジポイントのリーフレット
(お持ちの方)

問い合わせ　直接または電話で同センター

忍川の自然に親しむ会
みんな　チカラの

～市民公益活動団体紹介～㉛

発足　平成27年3月
会員数　11人
活動の目的　「市民が水に親しみを持ち、自然環境を大切にす
る」という視点を活動のベースとし、忍川の自然環境の特徴を
知り、忍川の置かれた課題を探ります。また、忍川・さきたま
調整池の調査・研究を通じて、会員相互の親睦を図ります。
活動内容　①忍川の美化活動および忍川に生息する生き物調査
　　　　　・「全国水生生物調査」（環境省）として実施
　　　　　②地域の団体、市、県、環境省との共同活動
　　　　　・「忍川環境を見守る会」との連携・協働作業
　　　　　・「水のふるさと応援団」（県土地水政策課）として神
　　　　　　流湖付近の清掃活動
　　　　　・「川の国応援団」（県水環境課）として川の再生活動
主な活動場所　忍川周辺
　　　　　　　・吾妻橋から下流300メートル付近
　　　　　　　・谷故橋から上流150メートル、下流300メートルの翔栄橋付近
市民の皆さんへ　10年以上「川の国応援団」として川の再生交流会に参加し、美化活動を行っていますが、ごみが
一向に無くなりません。河川などにごみを捨てないことが川の美化につながります。皆さんの美化活動へのご参加
をお待ちしています。

吾妻橋付近で清掃活動を行う会員の皆さん

【代表】 宮井 健爾 【電話番号】 090―4841―1306
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　7月1日㈪・2日㈫・8日㈪・16日㈫・22日㈪・
　　　　　  29日㈪・31日㈬、8月5日㈪・13日㈫　
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

・ アタラクシア　金原ひとみ／著
・オーレリアンの庭　今森光彦／著　
・ きのう何食べた?～シロさんの簡単レシピ～公式
ガイド&レシピ　講談社／編

・実行力　橋下徹／著
・しょうぎはじめました　間部香代／文
・こんどこそは名探偵　杉山亮／作

新　着　図　書

定例イベント✿図書館で楽しいひとときを✿

＜DVD＞
・ PLAY 2 PLAY
・日本の海運
・行田市広報ビデオ
　(平成30年度)

＜CD＞
・CAST(KAT-TUN)
・バレエ《ダフニスとクロエ》
　 (エリアフ・インバル／指揮、
フランス国立管弦楽団、合唱
団／演奏、フランス国立管弦
楽団、合唱団／演奏)

・メイド・イン・ヘヴン(クイーン)

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティアによる
おはなし会

7月21日㈰午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おしゃべりインコの会

図書館
おはなしの

へや

7月27日㈯午前11時 おはなしタンバリン

8月3日㈯午後2時 おはなしの会

8月10日㈯午後2時 おはなしポケット

たまごおはなし会
7月17日㈬、8月14日㈬
午前10時30分～11時
※とことこタイムで実施

絵本、手遊び、パネル
シアターなど 0歳～３歳児ぐらい

図書館職員
ぴよぴよおはなし会 8月4日㈰午後3時30分 絵本、紙芝居、素話（ス

トーリーテリング）など ４歳児ぐらい～小学生

こっこおはなし会 7月20日㈯午後3時30分 絵本の読み聞かせ、工
作、折り紙など 小学生

英語であそぼう 7月14日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本の
読み聞かせ

幼児・小学生

レガスピ キャセリン 
マナロさん

子ども映画会 8月11日㈰午後2時 おしりたんてい2 図書館職員

図書館シネマ倶楽部 7月28日㈰午後1時30分
(午後1時10分開場)

紳士同盟(洋画：109分)
出演：ジャック・ホーキン
ス　ナイジェル・パトリッ
ク 他

大人を対象としてい
ますが、どなたでも
鑑賞できます
(定員70人、先着順)

図書館職員  「みらい」
  映像ホール

2021

今月のおすすめの新着DVD・新着CD

セカンドブック20冊が決まりました
　小学1年生に「セカンドブック20冊」の中から1冊
を選んでもらい、秋の読書週間にプレゼントする「行
田市セカンドブック事業」。「セカンドブック選書会」
で今年度のセカンドブックが決定しました。8月31
日㈯まで図書館で展示をしていますので手に取ってご
覧ください。

図書館は９月から休館します
　図書館は、耐震改修工事のため、次の期間、休館し
ます。
　利用者の皆さんには、大変ご迷惑をお掛けしますが、
ご理解とご協力をお願いします。

▶休館期間　9月9日㈪～令和2年2月25日㈫

休館中に実施しないもの
・図書の貸し出し(雑誌を除く)
・図書の閲覧（新聞・雑誌・一部の児童書を除く）
・図書の予約（雑誌を除く）
・視聴覚資料などの館内視聴
・学習閲覧室の利用　など

　期間中は、県立図書館や相互利用協定を結んでいる
熊谷市、鴻巣市、羽生市、加須市の各図書館もぜひ、
ご利用ください。
　なお、休館中の対応について詳しくは、図書館ホー
ムページや館内掲示、「市報ぎょうだ」8月号などをご
覧ください。

夏休みイベント
夏休みは図書館に行こう

　図書館では今年も、子供たちが楽しめるさまざまな
イベントを用意しています。家族や友だちと図書館で
有意義な時間を過ごしませんか。

夏休み体験イベント こども司書チャレンジ
～やってみよう！図書館の仕事～
　普段利用している図書館ではどんな仕事をしている
か、夏休みに体験しませんか。

▶日　　時　 8月14日㈬・15日㈭(2日間連続)午前
10時～午後4時

▶場　　所　図書館
▶内　　容　 窓口業務(書架整理、貸出・返却作業)、

おはなし会の手伝い、本の企画展示
▶対　　象　 おおむね小学5・6年生※2日間連続で

できる方
▶定　　員　5人程度(申し込み多数の場合は抽選)
▶申し込み　7月17日㈬～ 23日㈫に電話で同館
　　　　　　※ 抽選結果は7月24日㈬～ 28日㈰に郵

送で通知します。
　
市制施行70周年記念事業　
夜の音色のおはなし会
　参加者限定で特別に図書館を開館し、フルートやピ
アノの生演奏とともに、少し怖いお話や、味わいのあ
る物語の読み聞かせを行います。いつもと違った特別
な雰囲気の図書館をお楽しみください。

▶日　　時　7月26日㈮午後7時30分～ 8時30分
▶集　　合　「みらい」談話コーナー
▶対　　象　 小学生とその保護者(子どもと大人は離

れて座ります)
▶定　　員　15組程度(定員を超えた場合は抽選)
▶そ の 他　図書などの貸し出し・返却はできません。
▶申し込み　 7月3日㈬～ 19日㈮午後5時(8日㈪・

16日㈫を除く)に直接または電話で同館
　　　　　　※ 抽選結果は23日㈫に電話または郵送

でお知らせします。

市制施行70周年記念事業バリアフリー映画会
　バリアフリー映画とは、音声ガイドと字幕が付き、
視覚や聴覚に障害のある方をはじめ、全ての人が楽
しめる映画です。当日は佐々木亜希子さん(活動弁士、
NPO法人Bmap理事長)がライブ音声ガイドを行います。

▶日　　時　 8月4日㈰午後1時30分開演(午後1時
10分開場)

▶場　　所　「みらい」映像ホール
▶題　　名　 「ドルフィンブルー・フジ、もういちど宙

そら
へ」

(上映時間105分)
▶内　　容　 沖縄美

ちゅ
ら海水族館で起きた実話をもとに、

原因不明の病気で尾びれを失ったバンドウ
イルカと新米獣医の交流を描く。

▶定　　員　50人(先着順)
▶入 場 料　無料

夏休み特別映画会
▶日　　時　8月12日㈪午後2時
▶場　　所　「みらい」映像ホール
▶題　　名　「疎開した40万冊の図書」
▶内　　容　 1944年、都立日比谷図書館長に就任し

た中田邦造は蔵書を疎開させる。「本」
を戦火から守った人々を追うドキュメン
タリーです。

おじいちゃん おばあちゃんの玉てばこ
　地元の民話や昔話などを聞いたり、昔の遊びを体験
したりしませんか。おじいちゃん先生おばあちゃん先
生が教えてくれます。

▶時　　間　午後2時30分～ 3時
▶場　　所　図書館おはなしのへや
▶対　　象　 幼児・小学校低学年(おおむね1・2年生)

の児童とその保護者
▶そ の 他　申し込みは不要です。

　「なぜ」、「どうして」。日頃感じる分からないこと、
不思議に思うことを図書館の本を使って調べ、分かっ
たことを作品にしてみませんか。図書館では「図書館
を使った調べる学習コンクール」を実施しています。
ぜひ、夏休みを使ってチャレンジしてください。

▶応募作品　 市立図書館の本などを活用した「調べた
情報をまとめた作品」や「夏休みの自由研
究作品」

▶応募資格　市内在住の小学生
▶応募方法　 市内に通学している方は、在学している

学校に提出してください。市外に通学し
ている方は、図書館に提出してください。
実施要綱は図書館で配布しています。

調べる学習の相談日
　コンクールに応募したいけど初めてで不安な方、作
品を作ったので見てもらいたい方(図書館の本を使っ
た自由研究作品を含む)など、調べる学習に関するサ
ポートをします。

▶日　　時　 7月20日㈯・28日㈰、8月4日㈰・7日
㈬・17日㈯・21日㈬・25日㈰・28日
㈬午前10時～午後4時(受け付けは午後
3時まで)

▶相談場所　図書館児童コーナー
▶対　　象　市内在住の小学生(保護者同伴可)
▶そ の 他　 申し込みは不要ですが、当日図書館貸出

カウンターで受け付けをしてください。

「第6回行田市立図書館を使った調べる
学習コンクール」作品募集

期　日 内　　容
7月24日㈬ 戦争について考えよう
7月25日㈭ 絵本とおりがみを楽しもう
7月26日㈮ 昔話とおもしろ工作
8月 1日㈭ 昔の遊びを楽しもう
8月 2日㈮ 昔話とおもしろ工作
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　5月25日、ヴェールカフェ店舗前で音楽や芸術文化を楽し
むイベント「第1回Théǎtre Vert」が開催されました。
　荒木ハーモニカクラブ、若葉ハーモニカクラブ、ハーモニ
カバンド ポコフレンドによるハーモニカコンサートが行われ、
童謡や歌謡曲などさまざまな曲を披露。集まった観衆は、美
しく鳴り響く豊かな音色に合わせて歌を口ずさむなど、思い
思いの時間を楽しんでいました。

　6月15日・16日、古代蓮の里東側の水田で田んぼアート米づくり体
験事業の田植え作業が行われ、2日間で延べ938人が参加しました。
　9月に開幕するラグビーワールドカップ2019日本大会に出場する
日本代表を応援するため、その主軸として活躍が期待される姫野和
樹選手、リーチマイケル選手、田中史朗選手の3人を今年のメーンの
図柄に描きました。参加者は、色の異なる4種類の稲の苗を数本ずつ
つまみ、腰を屈めながら丁寧に植えていました。7月中旬から約2.8
ヘクタールの水田に「がんばれ日本代表」の文字とともに屈強な選手
たちの姿が浮かび上がります。

　5月28日、「みらい」文化ホールで夏の熱中症予防推進大会が行わ
れました。
　第1部では、石井市長から熱中症おたすけ隊に委嘱されたばかり
の27人のメンバーとともに、会場全体で熱中症予防対策宣言が読み
上げられました。第2部では、「気象を知って熱中症予防対策」をテー
マに気象予報士の菊池真以さんによる講演が行われました。年々、
熱中症の救急搬送が増えていることを踏まえ、気象予報士の観点か
ら熱中症の症状や予防方法についてクイズを交え解説。これからの
暑い夏を健康に過ごせるよう来場者に呼び掛けていました。

　6月2日、行田市スポーツ推進委員協議会による「昇仙峡
ウォーキング」が開催されました。
　山梨県甲府市までバスで移動した82人の参加者は、目的地
の「夫婦木姫の宮駐車場」を目指し、昇仙峡川沿いの遊歩道約
６．７キロメートルを2時間掛けてウオーキング。道中、名所で
ある「石門」や「仙

せん
娥
が
滝
たき
」では足を止めたり、木々の鮮やかな緑

に覆われた渓谷美を楽しんだりするなど、自然の雄大さを感じ
ていました。

　6月5日、水城公園あおいの池で、南小学校3年生
46人の児童らにより、ホテイアオイの投げ込みが行わ
れました。
　用意された約5,000株のホテイアオイを一株ずつ手
に取り、「１、２、３」の掛け声に合わせ池を目がけて元気
に投げる子供たち。「大きく育ってほしい」「きれいな花
を咲かせてほしい」と話し、薄紫色の花が池一面に咲
くのを心待ちにしている様子でした。

　6月8日、忍城址東門で「大将まつり～成田長親忍城城代
就任４２９周年記念～」が行われました。
　大将による「ちょん髷つくるワークショップ」に続き、5月に
新メンバーを迎えた忍城おもてなし甲冑隊が登場。迫力の
ある演舞が披露されると、訪れた人たちから歓声が沸き起こ
りました。また、米娘舞娘や彩光戦士サイセイバーらもお祝
いに駆け付け、まつりを盛り上げました。

　6月4日、郷土博物館前で行田市菊花連絡協議会による
菊苗の無料配布が行われました。
　厚物、管物約3,000鉢の菊苗を求めて時間前から多くの
希望者が列を作りました。受け取った人たちの中には、菊
苗の育て方を同協議会会員に熱心に尋ねる人もいて、秋の
開花を今から楽しみにしているようでした。

田んぼアート米づくり体験事業
（田植え作業）

夏の熱中症予防推進大会

昇仙峡ウォーキング

ホテイアオイの投げ込み

大将まつり
～成田長親忍城城代就任４２９周年記念～

菊苗の無料配布
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樋
上 

吉
澤
と
し
子

果
て
し
な
き
格
闘
技
な
り
草
む
し
り

 

矢
場 

高
田
み
つ
子

筍
や
鍬
打
つ
腰
の
定
ま
ら
ず

 

北
河
原 

小
林
百
々
子

嫁
ぎ
来
し
六
十
余
年
槙
若
葉

 

持
田 

根
岸
　
　
保

仰
ぎ
見
る
青
葉
若
葉
の
天
守
閣

 

棚
田
町 

春
田
　
枕
流

思
い
きって
五
分
に
刈
り
た
る
薄
暑
か
な

 

持
田 

小
倉
　
繁
三

晴
天
に
蛇
の
目
さ
し
た
る
牡
丹
か
な

 

荒
木 

藤
田
　
栄
之

で
で
む
し
や
し
ま
い
忘
れ
し
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

 

佐
間 

西
岡
　
良
男

遍
路
み
ち
次
の
お
寺
は
ま
だ
見
え
ぬ

 

城
西 

榊
原
し
ず
か

今
年
竹
ゆ
ら
り
と
風
を
は
ぐ
ら
か
す

○ 
俳
句
応
募
方
法　
一
人
３
句
以
内
。
毎
月
５
日
ま
で
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
は
が
き
・
封
書
で
広
報
広
聴
課
。
な
お
、
一
部
添
削
し
て
掲
載
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
不
要
で
あ
れ
ば
「
添
削
不
要
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 

富
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町 
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木
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子
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緑
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が
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札
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寺

 

忍 

大
澤
　
由
子

御
代
つ
な
ぐ
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ま
じ
ま
じ
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城
南 

橋
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千
枝
子

忍
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の
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緑
浴
び
て
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寿
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な

 

長
野 

𠮷
田
　
正
子

眼
帯
の
と
れ
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す
っ
き
り
五
月
か
な

 

南
河
原 

今
村
　
文
女

母
の
日
の
卓
の
に
ぎ
わ
い
娘
ら
の
情

 

谷
郷 

柳
瀬
　
　
久

手
当
せ
し
老
梅
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と
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と
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を

 

荒
木 

髙
澤
よ
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子

お
だ
や
か
な
令
和
の
陽
ざ
し
牡
丹
咲
く

 

南
河
原 

中
原
　
定
子

人
生
は
今
日
の
継
続
夏
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ば
め

 

富
士
見
町 

江
利
川
敏
夫

改
元
五
月
我
も
令
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と
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て
み
る

 

（
三
沢
　
一
水
　
選
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私
の
作
品

▼
日
時
　

7
月
22
日
㈪
午
後
0
時
20

分
～
0
時
50
分　
▼
場
所
　
市
役
所

玄
関
ロ
ビ
ー　

▼
曲
目
　（
予
定
）

「
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
」
他　

▼
出
演
　

行
田
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
協
会　

▼
問
　

改
革
推
進
室
（
内
線
３
２
７
）

▼
日
時
　

7
月
27
日
㈯
～
29
日
㈪
午

前
9
時
～
午
後
5
時
（
29
日
は
午
後

4
時
ま
で
）　
▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　
▼
内
容
　

10
団
体
の
作
品
約
９
０
０
点
の
展
示　

▼
入
場
無
料
　
▼
主
催
　
行
田
絵
手

紙
あ
お
い
会　
▼
後
援
　
行
田
市
、

行
田
市
教
育
委
員
会　
▼
問
　
同
会

大
沼
☎
５
５
４
―
２
６
５
５

▼
日
時
　

7
月
27
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
3
時
（
入
場
は
午
後
2
時
ま

で
）　
▼
場
所
　
熊
谷
地
方
気
象
台

（
熊
谷
市
桜
町
1
―
6
―
10
）　
▼

内
容
　
天
気
実
験
、
施
設
見
学
、
パ

ト
カ
ー
や
白
バ
イ
展
示
、
起
震
車
に

イ
ベ
ン
ト

市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

行
田
市
制
施
行
70
周
年
記
念

第
11
回
絵
手
紙
合
同
会
員
展

あ
っ
ぱ
れ
！
熊
谷

お
天
気
フ
ェ
ア
２
０
１
９

よ
る
地
震
体
験
他　
▼
対
象
　
お
お

む
ね
小
学
生
以
上　

▼
入
場
無
料
　

▼
そ
の
他
　
来
場
者
用
の
駐
車
場
は

あ
り
ま
せ
ん
。　
▼
問
　
熊
谷
地
方

気
象
台
☎
５
２
１
―
７
９
１
１

▼
日
時
　

7
月
12
日
㈮
～
14
日
㈰
午

前
9
時
～
午
後
5
時
（
14
日
は
午

後
4
時
ま
で
）　
▼
場
所
　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
ギ
ャ

ラ
リ
ー　

▼
内
容
　
絵
手
紙
、
手

芸
、
絵
画
な
ど
の
展
示　
▼
入
場
無

料
　
▼
主
催
　
年
金
者
組
合
行
田
支

部　
▼
問
　
年
金
者
組
合
行
田
支
部

飯
島
☎
５
５
５
―
２
０
７
２

▼
日
時
　

7
月
26
日
㈮
午
前
8
時
～

9
時
※
雨
天
中
止　
▼
場
所
　
大
長

寺
忍
川
側
あ
ず
ま
や
付
近　
▼
内
容
　

栄
橋
か
ら
旭
橋
ま
で
の
６
０
０
メ
ー

ト
ル
区
間
の
ご
み
を
拾
い
、
環
境
美

化
活
動
を
行
う
。　
▼
そ
の
他
　
汚

れ
て
も
よ
い
服
装
、
長
靴
、
運
動
靴

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
軍
手
、
タ
オ

ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
配
布
し
ま
す
。　

▼
問
　
行
田
市
民
大
学
同
窓
会
忍
川

環
境
を
見
守
る
会
小
林
☎
０
８
０
―

１
０
９
５
―
３
７
６
４

第
13
回
ゆ
う
ゆ
う
文
化
展

忍
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

美
化
活
動

▼
日
時
　

7
月
13
日
㈯
午
前
9
時
～

11
時
※
雨
天
の
場
合
は
20
日
㈯　
▼

内
容
　
吾
妻
橋
か
ら
下
流
３
０
０

メ
ー
ト
ル
の
間
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み

を
拾
う
。　
▼
そ
の
他
　
軍
手
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
配
布
し
ま
す
。

生
き
物
調
査

▼
日
時
　

8
月
18
日
㈰
午
前
9
時
～

11
時
※
雨
天
の
場
合
は
25
日
㈰　
▼

内
容
　
川
の
生
き
物
を
調
べ
、
環
境

省
の
全
国
調
査
に
報
告
す
る
。

い
ず
れ
も

▼
集
合
場
所
　
忍
川
・
吾
妻
橋
付
近

（
行
田
警
察
署
横
）　
▼
参
加
無
料
　

▼
そ
の
他
　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

▼
問
　
行

田
市
民
大
学
同
窓
会
忍
川
の
自
然

に
親
し
む
会
事
務
局
☎
０
９
０
―

１
６
５
９
―
４
５
７
６

▼
日
時
　

8
月
4
日
㈰
午
後
6
時

～
8
時　

▼
場
所
　
前
玉
（
浅
間
）

神
社
境
内
お
よ
び
神
楽
殿
（
埼
玉

５
４
５
０
）　
▼
内
容
　
①
忍
の
行

田
の
「
昔
ば
な
し
」
語
り
部
の
会
に

よ
る
朗
読
会　
②
葵
雅
楽
会
に
よ
る

忍
川
の
「
美
化
活
動
」・

「
生
き
物
調
査
」

七
夕
儀
神
楽
殿
コ
ン
サ
ー
ト

雅
楽
演
奏
会　
▼
定
員
　
50
人　
▼

観
覧
無
料
　
▼
問
　
忍
の
行
田
の

「
昔
ば
な
し
」
語
り
部
の
会
永
島
☎

５
５
６
―
５
２
５
１

▼
日
時
　

7
月
17
日
㈬
午
前
9
時

～
10
時
30
分
※
小
雨
決
行　
▼
集
合

２
０
１
９
年

国
民
平
和
大
行
進

場
所
　
市
役
所
前　
▼
行
進
コ
ー
ス
　

市
役
所
前
～
商
店
街
～
市
役
所
前
～

水
城
公
園
（
報
告
集
会
・
交
流
あ
り
）　

▼
主
催
　
国
民
平
和
大
行
進
行
田
実

行
委
員
会　
▼
後
援
　
行
田
市　
▼

そ
の
他
　
休
憩
・
飲
み
物
の
準
備
あ

り
。
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。　
▼
問
　
行
田
協
立
診
療

所
高
橋
☎
５
５
６
―
４
５
８
１

▶日    時　8月3日㈯午前9時30分～午後5時・4日㈰ 午前9時30分～午後4時
▶場    所　コミュニティセンターみずしろ
期日 時　間 内　容

3日

午前9時40分 おこりじぞう（アニメ）、平和へのメッセージ朗読

午前10時50分 【DVD視聴会】長崎での戦争被爆体験・戦時下の生活（小学生から見た
戦争）・戦時中の国民学校と熊谷空襲体験・空襲疎開体験

午後1時30分 マジシャンのりによるミニマジックショー
午後1時40分 【講演会１】三宅信雄さんによる講演「被爆体験と核兵器禁止をめぐる動き」

午後3時20分 【DVD視聴会】長崎での戦争被爆体験・戦時下の生活（小学生から見た
戦争）・戦時中の国民学校と熊谷空襲体験・空襲疎開体験

4日

午前9時40分 おこりじぞう（アニメ）、平和へのメッセージ朗読

午前10時50分 【DVD視聴会】長崎での戦争被爆体験・戦時下の生活（小学生から見た
戦争）・戦時中の国民学校と熊谷空襲体験・空襲疎開体験

午後1時30分 マジシャンのりによるミニマジックショー
午後1時40分 【講演会２】雪田慎二さんによる講演「医師の目から見た戦争」

▶そ の 他　 両日とも埼玉・熊谷の空襲、核兵器のない世界へ、原爆と人間展などの
パネルや、戦時下の実物資料の展示を行います。

▶入場無料　
▶主    催　平和のための行田戦争展実行委員会
▶後    援　行田市、行田市教育委員会
▶問い合わせ　萩原☎556―2180

2019 平和のための行田戦争展

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

代表取締役社長　境�太輔
【事業内容】 チューニングパーツ販売・
取り付け、競技用エンジン・車両製作、
自動車車検、中古車販売など

【所在地】 藤原町2―6―9

　
有
限
会
社
テ
ィ
ー
・
ゲ
ッ
ト
は
顧
客
の
細

か
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
競
技
用
エ
ン
ジ
ン
・

車
両
の
製
作
や
自
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
チ
ュ
ー

ニ
ン
グ
パ
ー
ツ
の
販
売
、
取
り
付
け
を
行
う

会
社
で
す
。

　
代
表
取
締
役
社
長
の
境
太
輔
さ
ん
は
、
自

動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、

趣
味
で
車
の
改
造
を
し
て
い
く
お
手
伝
い
を

し
た
い
と
平
成
7
年
5
月
に
独
立
。
培
っ
た

知
識
と
経
験
を
基
に
工
場
を
構
え
、
チ
ュ
ー

ニ
ン
グ
を
中
心
に
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
同
社
は
こ
の
頃
、
全
国
的
に
も
珍
し

か
っ
た
運
輸
省
（
現
・
国
土
交
通
省
）
認
証

工
場
と
し
て
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
請
け
負
っ
て

い
ま
し
た
が
、
世
間
で
は
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
は

違
法
改
造
の
認
識
が
強
く
、
創
業
当
初
は
大

変
苦
労
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
ル
ー

ル
の
中
で
、
顧
客
一
人
一
人
の
要
望
を
細
か

く
聞
き
取
っ
て
、
一
緒
に
車
の
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
プ
ラ
ン
を
練
る
姿
勢
が
喜
ば
れ
、
リ
ピ
ー

タ
ー
が
次
第
に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
口
コ
ミ
に
よ
り
、
北
海
道
か

ら
訪
れ
る
お
客
さ
ん
も
い
る
と
の
こ
と
で
、

評
判
が
広
ま
っ
た
今
で
は
、
月
に
20
件
ほ
ど

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
の
依
頼
を
受
け
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
「
現
在
、
自
動
車
業
界
は
若
者
の
車
離
れ

が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
自
社
に
は
20

代
の
お
客
様
も
来
て
く
れ
て
い
ま
す
」
と
う

れ
し
そ
う
に
話
す
境
社
長
。
昔
か
ら
の
顧
客

の
お
子
さ
ん
が
免
許
を
取
り
、
親
子
で
一
緒

に
来
店
し
て
く
れ
る
そ
う
で
、「
車
と
い
う

共
通
の
趣
味
を
持
つ
親
子
の
手
助
け
が
で
き

る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」
と
力
強

く
語
り
ま
す
。
こ
う
し
た
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
の

腕
前
を
見
込
ま
れ
、
走
行
を
目
的
と
し
た

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
全
日
本
プ
ロ
ド
リ
フ

ト
選
手
権
（
通
称
・
Ｄ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
）」

に
出
場
す
る
チ
ー
ム
か
ら
車
の
セ
ッ
ト
ア
ッ

プ
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
り
、

エ
ン
ジ
ン
や
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
共
同

で
開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ー
ツ
を
使
用
し

て
大
会
に
挑
ん
だ
結
果
、
サ
ポ
ー
ト
し
た

チ
ー
ム
が
、
２
０
１
７
年
の
シ
リ
ー
ズ
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。

　
境
社
長
に
今
後
の
目
標
を
尋
ね
る
と
「
創

業
時
と
気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。＂
ワ
ン

ラ
ン
ク
上
の
車
づ
く
り
＂
が
好
き
な
人
の
力

に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
客
さ
ん

と
二
人
三
脚
で
理
想
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
追

求
し
て
い
く
姿
勢
に
共
感
す
る
人
た
ち
が
、

県
内
外
か
ら
集
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

お客さんと二人三脚で理想のチューニング（調整）を
有限会社 ティー・ゲット
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▼
日
時
　
①
9
月
10
日
㈫
、
②
9
月

11
日
㈬
、
③
9
月
18
日
㈬
、
④
9
月

19
日
㈭
の
午
後
1
時
～
4
時　
▼
場

所
　
中
央
公
民
館
Ｐ
Ｃ
研
修
室　
▼

内
容
　
①
ワ
ー
ド
で
履
歴
書
や
職
務

経
歴
書
な
ど
応
募
書
類
の
作
成
、
自

己
Ｐ
Ｒ
の
書
き
方　

②
・
③
ジ
ョ

ブ
・
カ
ー
ド
作
成　

④
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
活
用
術　
▼
対
象
　

再
就
職
を
希
望
す
る
子
育
て
中
の

女
性　

▼
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
無
料
　
▼
持
ち
物
　
筆
記
用

具　
▼
そ
の
他
　
①
～
③
の
参
加
者

で
雇
用
保
険
受
給
者
の
ご
希
望
の

方
に
は
受
講
証
明
書
を
発
行
。
１

回
の
み
の
参
加
も
可
。
2
歳
以
上
の

未
就
学
児
を
対
象
に
し
た
無
料
託
児

サ
ー
ビ
ス
の
申
し
込
み
は
8
月
16
日

㈮
ま
で　
▼
申
・
問
　
7
月
12
日
㈮

か
ら
電
話
で
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
☎

５
５
６
―
９
３
０
１
※
7
月
15
日
、

8
月
12
日
を
除
く
月
曜
日
と
7
月
16

日
㈫
、
8
月
13
日
㈫
は
休
館

▼
日
時
　
7
月
31
日
㈬
午
後
2
時
～

4
時
30
分　

▼
場
所
　
行
田
協
立

診
療
所
（
本
丸
18
―
3
）　
▼
内
容
　

め
ざ
せ
再
就
職
！

子
育
て
マ
マ
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

～
子
ど
も
と
と
も
に 

自
分
さ
が
し 

仕
事
さ
が
し
～

夏
休
み
子
ど
も
保
健
教
室

＠
歯
科

自
分
の
ば
い
菌
を
見
て
、
砂
糖
に
つ

い
て
考
え
た
り
、
歯
に
詰
め
物
を
し

て
み
た
り
す
る
。　

▼
対
象
　
小

学
生　

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
無
料
　
▼
持
ち
物
　
歯
ブ
ラ

シ
、
手
鏡
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル　
▼

主
催
　
行
田
協
立
診
療
所
歯
科　
▼

後
援
　
行
田
市　
▼
申
・
問
　
7
月

30
日
㈫
ま
で
に
同
診
療
所
歯
科
佐
藤

☎
５
５
６
―
４
５
８
１

▼
日
時
　
8
月
4
日
㈰
午
後
2
時
30

分
～
5
時
30
分　
▼
場
所
　
中
央
公

民
館
第
1
・
第
2
学
習
室　
▼
内
容
　

来
日
し
た
中
国
上
海
許
建
東
将
棋
倶

楽
部
生
徒
30
人
と
対
局
を
行
い
、
交

流
を
深
め
る
。　
▼
対
象
　
市
内
在

住
の
小
・
中
学
生
お
よ
び
高
校
生　

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参

加
無
料
　
▼
主
催
　
行
田
市
将
棋

連
盟　
▼
申
　
7
月
20
日
㈯
午
後
5

時
ま
で
に
電
話
で
中
央
公
民
館
☎

５
５
６
―
２
６
４
９　
▼
問
　
同
連

盟
加
藤
☎
５
５
４
―
７
３
７
２

募
　
　
集

少
年
少
女
日
中
将
棋
交
流

対
局
参
加
者

る
チ
ラ
シ
を
参
照　
▼
申
・
問
　
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
中
村
☎
０
９
０
―

１
７
７
８
―
４
０
６
２
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

５
５
４
―
１
１
６
７
【
Ｅ
メ
ー
ル
】

green.hiro39@
gm
ail.com

▼
日
時
　
7
月
27
日
㈯
午
後
2
時

～
4
時
30
分　

▼
場
所
　
桜
ケ
丘

公
民
館
和
室　

▼
内
容
　
ひ
き
こ

も
り
支
援
説
明
会
お
よ
び
家
族
同
士

の
交
流
会　
▼
対
象
　
ひ
き
こ
も
り

当
事
者
の
家
族　
▼
費
用
　
５
０
０

円　
▼
申
・
問
　
7
月
25
日
㈭
ま
で

に
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
り
ん
舎
田
口
☎
０
８
０
―

６
５
７
０
―
１
７
３
４
【
Ｅ
メ
ー

ル
】nirinsya@

outlook.com

▼
日
時
　
8
月
5
日
㈪
午
前
10
時
～

11
時
30
分　

▼
場
所
　
総
合
福
祉

会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　
▼
内
容
　

子
育
て
中
の
親
同
士
で
語
ら
う
、
子

育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ト
ー
ク
「
行
田

市
子
育
て
情
報
」　
▼
対
象
　
市
内

相
　
　
談

ひ
き
こ
も
り
ご
家
族
交
流
会

子
育
て
談
話
室

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

【
練
習
】

▼
日
時
　
9
月
15
日
か
ら
日
曜
日

午
前
ま
た
は
午
後
（
月
2
～
3
回

程
度
）　
▼
場
所
　
市
内
各
公
民
館　

▼
定
員
　
１
５
０
人
程
度
（
先
着

順
）　
▼
参
加
費
　
大
人
1
万
2
千

円
、
学
生
6
千
円

【
演
奏
会
】

▼
期
日
　
令
和
2
年
3
月
29
日
㈰　

▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル　

▼
指
揮
　
田
中
一
嘉　

▼
管
弦
楽
　

Ｎ
響
団
友
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

▼
主
催
　
行
田
第
九
を
歌
う
会
（
行

田
市
合
唱
連
盟
）　

▼
申
　
各
公
民

館
に
配
布
し
て
い
る
応
募
要
項
ま
た

は
行
田
市
合
唱
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
同
会
鈴
木
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

５
５
４
―
２
４
２
４
【
Ｅ
メ
ー
ル
】

flying-pigen@
you.good.sc　

▼
問
　
同
連
盟
長
谷
見
☎
５
５
７

―
２
６
４
７
、
鈴
木
☎
５
５
９
―

１
６
４
０
、
大
澤
☎
５
５
４
―

４
５
８
８

▼
応
募
期
間
　
9
月
17
日
㈫
ま
で　

▼
題
材
　
荒
川
流
域
の
川
や
ダ
ム
の

市
制
施
行
70
周
年
記
念

「
第
九
演
奏
会
」
合
唱
団
員

荒
川
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

切
り
絵
遊
び

▼
日
時
　
7
月
1
日
㈪
～
8
月
30
日

㈮
午
前
9
時
～
午
後
4
時
※
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く　
▼
場
所
　
Ｊ

Ｒ
行
田
駅
前
郵
便
局
（
壱
里
山
町
13

―
2
）　

▼
内
容
　
江
戸
・
明
治
の

風
俗
を
切
り
取
っ
た
切
り
絵
、
昔
の

塗
り
絵
な
ど
の
展
示

日
本
郵
便
・
切
手
展

▼
期
間
　
7
月
31
日
㈬
ま
で　
▼
時

間
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時
※
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く　

▼
場
所
　

熊
谷
商
工
信
用
組
合
行
田
支
店
（
天

満
3
―
16
）　

▼
内
容
　「
月
に
雁
」

「
見
返
り
美
人
」
な
ど
愛
好
家
に
人

気
の
あ
る
貴
重
な
記
念
切
手
の
展
示

▼
問
　
栗
原
☎
０
９
０
―
１
５
３
５

―
４
４
６
０

▼
日
時
　
7
月
27
日
㈯
午
前
10
時
～

11
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
休
憩

所　
▼
内
容
　
歌
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る

演
奏　

▼
曲
目
　「
歌
の
翼
に
」「
わ

ら
べ
歌
」「
ト
ト
ロ
メ
ド
レ
ー
」「
パ
プ

リ
カ
」
他　
▼
出
演
　
秋
谷
純
子
さ

ん
、
諏
訪
桃
子
さ
ん
、
竹
井
史
子
さ

街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

行
田
音
楽
家
協
会

古
代
蓮
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

在
住
で
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者　
▼

定
員
　
30
人
（
先
着
順
）
※
生
後
4

カ
月
以
上
の
託
児
付
き　
▼
参
加
費
　

１
０
０
円　
▼
主
催
　
行
田
市
民
生

委
員
・
児
童
委
員
連
合
会　
▼
後
援
　

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行

田
市
社
会
福
祉
協
議
会　
▼
申
・
問
　

8
月
4
日
㈰
ま
で
に
電
話
で
同
協
議

会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
期
日
　
①
7
月
21
日
㈰
、
②
9
月

1
日
㈰
、
③
10
月
6
日
㈰
、
④
11
月

3
日
㈰
、
⑤
12
月
1
日
㈰　
▼
時
間
　

①
午
前
9
時
～
10
時
30
分
、
②
～
⑤

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

▼
場
所
　

①
古
代
蓮
の
里
、
②
忍
城
址
、
③
さ

き
た
ま
古
墳
公
園
、
④
足
袋
蔵
コ
ー

ス
、
⑤
寺
社
コ
ー
ス　
▼
内
容
　
外

国
語
ガ
イ
ド
を
聞
き
な
が
ら
市
内
観

光
ス
ポ
ッ
ト
を
散
策　
▼
対
象
　
外

国
語
観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
が
あ
る
方
、
外
国
語
を
話
せ
る

方
（
言
語
や
国
籍
な
ど
は
問
い
ま
せ

ん
）　
▼
そ
の
他
　
途
中
か
ら
の
参

加
可　
▼
申
・
問
　
行
田
外
国
語
観

光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
小
出
☎

０
８
０
―
１
０
０
３
―
７
９
８
８

講
座
・
教
室

外
国
語
観
光
ガ
イ
ド

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座

風
景　
▼
対
象
　
小
学
生　
▼
そ
の

他
　
入
賞
者
に
は
応
募
作
品
を
ス
タ

ン
ド
に
し
て
贈
呈　
▼
申
・
問
　
荒

川
上
流
河
川
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
画
用
紙
の

裏
面
に
貼
り
付
け
て
荒
川
図
画
コ
ン

ク
ー
ル
実
行
委
員
会
事
務
局
（
同

事
務
所
計
画
課
内
）
☎
０
４
９
―

２
４
１
―
０
３
８
０

▼
日
時
　
9
月
7
日
㈯
午
前
5
時
30

分
集
合　
▼
集
合
場
所
　
行
田
市
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
駐
車
場　

▼
内
容
　

福
島
県
白
河
市
東
風
の
台
運
動
公
園

を
発
着
す
る
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
た

は
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
部
に
出
場
。

ゴ
ー
ル
後
に
温
泉
に
入
浴
し
、
白
河

市
の
ラ
ン
ナ
ー
と
昼
食
交
流
会
を
実

施
。　
▼
参
加
費
　
７
千
５
０
０
円

程
度
（
交
通
費
・
交
流
会
費
な
ど
）　

▼
そ
の
他
　
7
月
19
日
㈮
ま
で
に
大

会
エ
ン
ト
リ
ー
（
大
会
参
加
料
大
人

３
千
円
）
が
必
要
で
す
。　
▼
申
・

問
　
7
月
17
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
行

田
走
友
会
峯
☎
０
９
０
―
４
４
１
６

―
４
３
５
０ ス

ポ
ー
ツ

行
田
走
友
会
と
行
く

し
ら
か
わ
郷
里
マ
ラ
ソ
ン

ん
、
金
子
広
子
さ
ん
、
鳥
羽
孝
子
さ

ん　
▼
入
館
料
　
大
人
４
０
０
円
、

小
人
２
０
０
円　
▼
問
　
行
田
音
楽

家
協
会
岩
下
☎
５
５
９
―
２
５
９
０

▼
日
時
　
8
月
4
日
㈰
午
前
10
時
～

正
午　
▼
場
所
　
太
井
公
民
館
和
室　

▼
内
容
　
素
ば
な
し
、
手
遊
び
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
他　
▼
対
象
　
幼

児
や
児
童
と
そ
の
保
護
者
、
市
内
在

住
の
方　

▼
参
加
無
料
　
▼
主
催
　

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン　

▼
後
援
　

行
田
市
教
育
委
員
会　
▼
問
　
栗
原

☎
５
５
４
―
４
３
０
０

▼
日
時
　
8
月
22
日
㈭
午
後
０
時

15
分
～
6
時
30
分　

▼
集
合
場
所
　

「
み
ら
い
」
東
側
駐
車
場　
▼
内
容
　

春
日
部
市
の
首
都
圏
外
郭
放
水
路
の

幻
想
的
な
地
下
神
殿
ま
で
約
１
０
０

段
の
階
段
を
下
り
て
壮
大
な
雰
囲
気

を
体
感
す
る
。　

▼
定
員
　
20
人

（
先
着
順
）　
▼
参
加
費
　
1
千
円　

▼
主
催
　
行
田
環
境
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム　

▼
そ
の
他
　
防
災
施
設
の
た

め
、
安
全
上
の
年
齢
制
限
な
ど
の
条

件
あ
り
※
各
公
民
館
で
配
布
し
て
い

お
は
な
し
会

防
災
地
下
神
殿
の
見
学
会

～
夏
休
み
自
由
研
究
に
も
～

広告広告
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人口81,181人（－73）　男40,311人（－39）　女40,870人（－34）　世帯数34,890世帯（9）
5月中の異動　出生28人　転入等205人　死亡84人　転出等222人

行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

ミ
ニ
は
に
わ
づ
く
り
体
験

▼
日
時
　
7
月
22
日
・
29
日
の
月

曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
（
最

終
受
け
付
け
は
午
後
3
時
）　
▼
場

所
　
古
代
蓮
会
館
工
作
室　
▼
定
員
　

各
日
30
人
（
先
着
順
）　
▼
参
加
費
　

５
０
０
円
（
は
に
わ
小
物
の
土
産
付

き
）　
▼
そ
の
他
　
は
に
わ
づ
く
り

体
験
の
み
の
場
合
、
入
館
料
不
要

体
成
分
分
析
器

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
に
あ
る
体
成
分
分
析

器
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
測
定
結
果
は

運
動
、
リ
ハ
ビ
リ
、
栄
養
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
健
康
管
理
の
指
標

と
し
て
活
用
可
能
。
当
室
の
利
用
中

で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
無
料
で
測
定

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

▼
利
用
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
9

時
※
休
館
日
あ
り

Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
®

ク
ラ
ブ
会
員

▼
日
時
　
毎
週
土
曜
日
の
午
前
9
時

30
分
〜
10
時
30
分　
▼
場
所
　
行
田

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
剣
道
場
他　
▼

内
容
　
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
に
合
わ
せ

て
、
見
て
ま
ね
る
簡
単
な
ダ
ン
ス
で

脂
肪
燃
焼
効
果
が
期
待
で
き
る
ダ
ン

ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス　
▼
対
象
　
18
歳

以
上
の
方　
▼
定
員
　
40
人
（
先
着

順
）　

▼
費
用
　
月
3
千
円
（
施
設

の
利
用
サ
ー
ビ
ス
特
典
付
き
）　
▼

申
　
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

い
き
い
き

ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
会
員

▼
日
時
　
毎
週
木
曜
日
の
午
前
10
時

〜
11
時　
▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
柔
道
場
他　
▼
内
容
　
さ

ま
ざ
ま
な
運
動
メ
ニ
ュ
ー
で
ロ
コ
ト

レ
を
行
い
、
定
期
的
に
運
動
の
成
果

を
測
定
し
、
健
康
に
役
立
て
ま
す
。　

▼
対
象
　
20
歳
以
上
の
方　
▼
定
員
　

10
人
（
先
着
順
）　

▼
費
用
　
月

2
千
円
（
施
設
の
利
用
サ
ー
ビ
ス
特

典
付
き
）　

▼
申
　
7
月
16
日
㈫
午

前
10
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行

田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

ク
ラ
ブ
活
動
体
験
教
室

ス
ト
レ
ッ
チ
＆

 

美
姿
勢
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

▼
日
時
　
7
月
19
日
㈮
・
26
日
㈮
午

後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分
、
8
月
3

日
㈯
・
10
日
㈯
午
前
10
時
45
分
〜
11

時
45
分
（
全
4
回
）　

▼
場
所
　
行

田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
剣
道
場　
▼

対
象
　
18
歳
以
上
の
方　

▼
定
員
　

30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　
1

回
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）　
▼
持

ち
物
　
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル　
▼
申
　
開

催
日
当
日
の
開
始
30
分
前
か
ら
行
田

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

行
田
市
民
プ
ー
ル

夏
期
プ
ー
ル
の
開
設

▼
期
間
　
7
月
20
日
㈯
〜
8
月
31
日

㈯　

▼
開
設
時
間
　【
昼
間
の
部
】

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
【
夜
間
の

部
】
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

（
天
候
な
ど
に
よ
り
変
更
の
場
合
あ

り
）
※
次
の
時
間
は
利
用
不
可
【
室

内
プ
ー
ル
】
日
曜
日
の
午
前
11
時

ま
で
【
屋
外
プ
ー
ル
】
夜
間　

▼

利
用
料
金
　【
高
校
生
以
上
】
市
内

１
５
０
円
、
市
外
２
２
０
円
【
3

歳
〜
中
学
生
】
市
内
70
円
、
市
外

１
０
０
円
【
3
歳
未
満
】
無
料
※
障

害
者
手
帳
提
示
に
よ
る
障
害
者
割
引

あ
り
【
ロ
ッ
カ
ー
利
用
料
金
】
50
円　

▼
そ
の
他
　
水
着
以
外
の
入
水
は
不

可
（
オ
ム
ツ
が
取
れ
て
い
な
い
乳
幼

児
を
含
む
）。
未
就
学
児
に
は
保
護

者
の
付
き
添
い
が
必
要
。
プ
ー
ル
の

利
用
に
身
長
制
限
あ
り
。　

▼
問
　

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
ま
た
は
同

プ
ー
ル
☎
５
５
５
―
２
４
５
５

の
無
料
駐
車
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
団

体
は
全
員
、
個
人
は
5
千
円
以
上
）、

自
主
製
作
個
別
看
板
の
設
置
（
5
万

円
以
上
）　
▼
主
催
　
古
代
蓮
の
里

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会

（
同
館
内
）古

代
蓮
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
つ
ぼ
み
ち
ゃ
ん
ぬ
り
絵
」

▼
募
集
期
間
　
8
月
1
日
㈭
〜
31
日

㈯　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館　
▼
内

容
　
入
館
し
た
幼
児
・
児
童
を
対
象

に
ぬ
り
絵
を
実
施
。
ぬ
り
絵
は
、
11

月
23
日
㈯
〜
12
月
25
日
㈬
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

キ
ャ
ン
ド
ル
と
し
て
古
代
蓮
会
館
展

望
室
に
展
示　
▼
対
象
　
小
学
生
以

下
の
入
館
者　
▼
定
員
　
３
０
０
人

（
先
着
順
）　
▼
参
加
無
料
　

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
収
蔵
品
展

〜
金
久
保
謹
伍
の
誘
う
世
界
〜

▼
日
時
　
7
月
24
日
㈬
〜
8
月
18
日

㈰
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
入

場
は
午
後
4
時
ま
で
）
※
火
曜
日
休

室　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
▼
内
容
　
県
展
、

県
北
展
、
二
科
展
な
ど
に
絵
画
・
写

真
の
両
部
門
で
多
数
入
選
し
た
故

金
久
保
謹
伍
の
作
品
展　

▼
入
場

料
　
大
人
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円
（
未
就
学
児
無
料
）

古
代
蓮
の
里

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

 

２
０
１
９
へ
の
協
賛

▼
点
灯
期
間
　
11
月
23
日
㈯
〜
令
和

2
年
1
月
5
日
㈰　
▼
募
集
金
額
・

期
間
　【
企
業
・
団
体
】
1
口
1
万

円
以
上
・
9
月
30
日
㈪
ま
で
【
個

人
】
１
０
０
円
以
上
・
令
和
2
年
1

月
5
日
ま
で　
▼
協
賛
特
典
　
協
賛

団
体
一
覧
看
板
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

（
新
聞
折
り
込
み
）、
蓮
開
花
期
配

布
用
う
ち
わ
、
古
代
蓮
の
里
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
お
よ
び
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
Ｐ
Ｒ
映
像
な
ど
に
協

賛
者
名
を
掲
載
。
11
月
23
日
か
ら
12

月
25
日
㈬
ま
で
使
え
る
古
代
蓮
会
館

入
館
券
、
次
年
度
蓮
開
花
期
駐
車
場

古
代
蓮
の
里

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▼
期
間
　
8
月
13
日
㈫
〜
18
日
㈰　

▼
内
容
　
入
館
し
た
小
・
中
学
生

を
対
象
に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開

催
し
、
各
日
先
着
20
人
に
景
品
を
進

呈
。
ま
た
、
子
ど
も
対
象
ゲ
ー
ム

（
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、
ヨ
ー

ヨ
ー
釣
り
な
ど
1
回
１
０
０
円
）
を

実
施
。　
▼
そ
の
他
　
要
入
館
料

行
田
蓮
の
象
鼻
杯
体
験

▼
日
時
　
8
月
10
日
㈯
〜
12
日
㈪

【
1
回
目
】
午
前
10
時
〜
11
時
【
2

回
目
】
午
後
2
時
〜
3
時　
▼
場
所
　

古
代
蓮
会
館　
▼
内
容
　
行
田
蓮
の

大
き
な
葉
に
麦
茶
を
注
ぎ
、
茎
を
ス

ト
ロ
ー
の
よ
う
に
し
て
飲
む　
▼
対

象
　
古
代
蓮
会
館
入
館
者　
▼
参
加

無
料
　※
要
入
館
料

古
代
蓮
会
館

Ｎ
ｏ
ｅ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　
7
月
21
日
㈰
午
前
10
時
〜

11
時
ご
ろ　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館

休
憩
所　
▼
出
演
　
Ｎ
ｏ
ｅ
（
行
田

市
観
光
大
使
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
）　
▼
そ
の
他
　
要
入
館
料

今
年
の
夏
は
、古
代
蓮
の
里
で

自
由
研
究
大
作
戦

　
自
然
あ
ふ
れ
る
古
代
蓮
の
里
の
園

内
を
利
用
し
、
夏
の
自
由
研
究
に
挑

戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間
　
7
月
22
日
㈪
〜
8
月
31
日

㈯
※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
が
対

象　
▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
日
時
　
7

月
22
日
㈪
、
8
月
14
日
㈬
・
25
日
㈰

午
前
10
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館

休
憩
所　

▼
内
容
　
テ
ー
マ
は
自

由　
▼
対
象
　
小
学
生
以
上
の
入
館

者　
▼
参
加
無
料
　※
要
入
館
料
、
一

部
教
材
を
利
用
の
方
は
別
途
５
０
０

円
程
度
の
負
担
あ
り　
▼
申
　
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
当
日
に
受
け
付
け

パ
ー
ク
ヨ
ガ

 

㏌
古
代
蓮
の
里

▼
日
時
　
7
月
27
日
㈯
午
前
7
時
〜

8
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮
の
里　
▼

内
容
　
自
然
の
中
で
花
蓮
の
息
吹
を

身
近
で
感
じ
な
が
ら
、ヨ
ガ
を
楽
し
む　

▼
講
師
　
今
泉
て
る
よ
さ
ん（
ヨ
ガ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　
▼
対
象
　
小
学

生
以
上　
▼
定
員
　
50
人（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　
大
人
５
０
０
円
、
小
・
中

学
生
３
０
０
円（
保
険
代
な
ど
を
含

む
※
要
駐
車
場
料
金
）　
▼
申
　
7
月

10
日
㈬
午
前
9
時
か
ら
電
話
で
同
館

【住民基本台帳人口】
（令和元年6月1日現在）

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

▼
日
時
　
8
月
12
日
㈪
午
前
9
時　

▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
種
目
　
①
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
1

部
・
2
部　
②
男
子
ダ
ブ
ル
ス　
③

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
1
部
・
2
部　
④

女
子
ダ
ブ
ル
ス　
⑤
男
子
シ
ニ
ア
の

部
（
60
歳
以
上
）　
⑥
中
学
生
以
下

の
部
（
男
子
・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
、

男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
）
※
1
人
2

種
目
ま
で
と
し
、
各
シ
ン
グ
ル
ス
の

重
複
参
加
は
不
可
。
中
学
生
以
下
が

一
般
の
部
に
参
加
す
る
場
合
、
1
部

シ
ン
グ
ル
ス
と
ダ
ブ
ル
ス
の
み
可
。　

▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
お
よ
び
連
盟
が
認
め
た
方　

▼
参
加
費
　【
シ
ン
グ
ル
ス
】
一
般

（
高
校
生
以
上
）・
シ
ニ
ア
８
０
０

円
、
中
学
生
５
０
０
円
【
ダ
ブ
ル

ス
】
1
組
1
千
円
※
中
学
生
以
下
が

一
般
の
部
に
参
加
す
る
場
合
は
、
一

般
の
参
加
費
。
連
盟
未
登
録
者
は
各

種
目
２
０
０
円
増
し　
▼
申
　
7
月

16
日
㈫
午
後
7
時
ま
で
に
住
所
、
氏

名
、
種
目
、
連
絡
先
を
明
記
の
上
、

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
大
会
事
務
局

村
松
（
〒
３
６
１
―
０
０
２
２ 

行

田
市
桜
町
3
―
17
―
14
）【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

５
５
３
―
２
６
８
５　
▼
問
　
同
事

務
局
☎
５
５
４
―
３
８
５
１

行
田
市
民
卓
球
大
会

夏
季
冠
大
会

広告広告



　
七
夕
祭
の
飾
り
と
い
え
ば
、
ど
の
よ
う
な

も
の
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。
短
冊

を
下
げ
た
笹
飾
り
や
華
や
か
な
く
す
玉
、
色

と
り
ど
り
の
灯
篭
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
一
般

的
に
広
く
見
ら
れ
る
飾
り
の
他
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
飾

り
も
あ
り
ま
す
。

　

行
田
の
農
家
で
は
、
七
夕
に
マ
コ
モ
で

作
っ
た
馬
を
飾
る
こ

と
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。マ
コ
モ
は
イ
ネ

科
の
多
年
草
で
、河
川

や
沼
地
、田
ん
ぼ
の
周

囲
な
ど
に
自
生
し
て

い
ま
す
。こ
の
マ
コ
モ

を
刈
り
取
り
、天
日
で

乾
燥
さ
せ
た
も
の
が

材
料
に
な
り
ま
す
。七

夕
飾
り
と
し
て
の
馬

は
埼
玉
県
や
千
葉
県

を
は
じ
め
と
す
る
関

東
地
方
に
多
く
見
ら

れ
る
も
の
で
、一
般
的

に
「
マ
コ
モ
馬
」「
七

夕
馬
」と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
行
田
で
は「
マ

コ
モ
の
馬
」
ま
た
は
単
に
「
馬
」
と
呼
ば
れ

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
行
田
の
マ
コ
モ
馬
は
二
体
一
組
で
飾
ら
れ

ま
す
。
作
り
方
は
基
本
的
に
二
体
と
も
同
じ

で
す
が
、
片
方
を
雄
、
も
う
片
方
を
雌
と
し

て
、
雄
を
少
し
大
き
め
に
作
る
家
も
あ
り
ま

す
。
飾
る
と
き
は
、
馬
と
同
じ
く
マ
コ
モ
で

編
ん
だ
縄
を
戸
外
に
張
り
、
二
体
の
馬
を
向

か
い
合
わ
せ
に
括く
く

り
つ
け
て
飾
り
ま
す
。
周

囲
の
飾
り
付
け
は
家
ご
と
に

少
し
ず
つ
違
う
そ
う
で
す
。

　

七
夕
は
元
々
旧
暦
七
月
七

日
の
行
事
で
、お
盆
の
直
前
に

行
わ
れ
る
も
の
で
し
た
。行
田

で
は
マ
コ
モ
馬
に
う
ど
ん
や

ぼ
た
も
ち
を
供
え
た
り
、ほ
お

ず
き
を
一
緒
に
飾
っ
た
り
す

る
家
も
あ
る
こ
と
か
ら
、盆
行

事
と
の
結
び
つ
き
が
読
み
取

れ
ま
す
。
ま
た
、マ
コ
モ
馬
に

は
特
別
な
力
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、子
ど
も

が
溺
れ
た
と
き
に
マ
コ
モ
馬

を
使
っ
た
お
ま
じ
な
い
を
す

る
と
回
復
す
る
と
い
う
言
い

伝
え
も
あ
る
そ
う
で
す
。

 

（
郷
土
博
物
館　
岡
本
夏
実
）
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今月の表紙

■ 

編
集
・
発
行
／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課

 

〒
３
６
１
ー
８
６
０
１ 

行
田
市
本
丸
2
番
5
号

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
６
ー
１
１
１
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

５
５
０
ー
２
１
１
６

令
和
元
年
7
月
1
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。

No.
877

環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ https://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト https://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

資
料
が
か
た
る

 

行
田
の
歴
史
4

行
田 

歴
史
系
譜
304

　5月18日、総合公園自由広場で第30回行田市一輪車競
技大会が開催され、市内外から69人の小学生が参加しま

した。
　この日は、50メートル、100メートル、30メートルスラローム、10
メートル遅乗りの4種目で争われました。バランスを取りながら一輪車を
乗りこなす選手たちに、周囲から大きな声援が送られていました。

民家の庭に飾られたマコモ馬

CITY PUBLIC RELATIONS

Jul.2019
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GYODA 七
夕
祭
の
面
影
〜
な
つ
か
し
の
マ
コ
モ
馬
〜

武
藤
　
結ゆ
い 

ち
ゃ
ん （
長
野
）

平
成
30
年
７
月
22
日
生
ま
れ

父
・
隆
さ
ん　
母
・
郁
さ
ん

「
健
康
に
育
っ
て
ね
」

千
野 

鈴す
ず
か香 

ち
ゃ
ん （
城
西
）

平
成
30
年
７
月
31
日
生
ま
れ

父
・
健
太
郎
さ
ん　
母
・
美
里
さ
ん

吉
田 

野の

の

か
々
花 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
30
年
７
月
15
日
生
ま
れ

父
・
正
明
さ
ん　
母
・
美
穂
さ
ん

「
元
気
に
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

 

あ
り
が
と
う
☆
」

「
毎
日
楽
し
く
元
気
、
元
気
!!
」

川
﨑 

悠ゆ
う
な那 

ち
ゃ
ん （
下
忍
）

平
成
30
年
７
月
７
日
生
ま
れ

父
・
雅
敏
さ
ん　
母
・
友
紀
子
さ
ん

「
元
気
に

 

す
く
す
く
育
っ
て
ね
♡
」

野
口 

晴は
る
と翔 

ち
ゃ
ん （
渡
柳
）

平
成
30
年
７
月
27
日
生
ま
れ

父
・
昌
紀
さ
ん　
母
・
渚
紗
さ
ん

千
装 

夏か
な
た向 

ち
ゃ
ん （
富
士
見
町
）

平
成
30
年
７
月
７
日
生
ま
れ

父
・
洋
平
さ
ん　
母
・
有
紀
さ
ん

「
毎
日
元
気
に

 

大
き
く
育
っ
て
ね
♡
」

「
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

 

笑
顔
を
見
せ
て
ね
♡
」

● 7月1日㈪～31日㈬に電話またはEメールで広報広聴課広報広聴
担当（内線318） ※応募要領は市ホームページをご覧ください。
● 応募者多数の場合は、8月2日㈮午前11時から市役所203会議室
で公開抽選を行います。

平成30年9月生まれのお子さんを募集しますはじめまして
平成30年 7月生まれ のおともだち


